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序 文

熊本県教育委員会では、平成１２年から九州新幹線新八代･西鹿児島

間本線部建設事業に伴う埋蔵文化財調査として、八代市内に所在する

遺跡の発掘調査を実施しました。

調査の結果、弥生時代前期の集落跡が確認され、遺構から当時の農

耕具である木鋤や狩猟具である木弓と共に建築部材である鼠返し等の

貴重な資料を得ることが出来ました。

本報告が広く県民の文化財に対する認識と理解を深めることになる

ことを願います。

なお、発掘調査を実施するにあたり、ご協力とご指導頂きました鉄道

建設･運輸施設整備支援機構鉄道建設本部九州新幹線建設局、熊本県土

木部新幹線都市整備総室、同新幹線八代事務所、八代市教育委員会及

び地元の関係者の皆様方に深く感謝申し上げます。

平成１９年３月３１日

熊本県教育長柿塚純男



現地の実測は、以下の縮尺で実測した。

竪穴住居跡…l/２０土脳…1/１０捌立柱巡物跡…l/２０洲状巡柵･･･1/２０

慨告諜は、以下の縮尺で褐戦した。

竪穴住居跡･･･1/４０土戦…1/30(4号土戦のみl/20）掘立柱辿物跡…1/６０洲状巡柵…l/５０

遺物に関しては、以下の縮尺で掲戦した。

土器…l/３

石器･･･1/2(石斧･砥澗･凹石･岐石）２/3(澗雌･スクレイパー･石錐･二次加工品）

１/３(磨石･台澗）

木器…l/3(杓子型木器）１/５(木鋤･木鋸･桃･板状木器）ｌ/6(恩返し･木弓）

土製品･玉賊…2/３

遺柵図に示した方位は典北である。

脚台を有する蝿型土器や鉢型土器については、『脚付』やr台付』などの名称を付していたが、本襟中では

r台付』という名称に統一した。

例

１本聾は、九州新鮮線新八代･西鹿児即Ⅲ処i没11F業に伴って実施した埋蔵文化財発捌調在椛告瞥である。

２発棚鯛在は、熊本叫馴MIllIIJに所准する卿１１辿跡が対象で鉄逆処投･迎輸施設雛伽支扱機柵鉄道建設本部九州

新幹線迩設局の委托を受けて熊本県教育焚典会が実施した埋蔵文化財発掘調査の報告{IFである。

３週物の整理は、熊本県教育庁文化課文化財黄料室で行った。

なお、遺物等の一切の資料は平成19年３月３１日現在、文化財資料室で一括保符している。

４発掘鯛推は平成１３年から平成14年にかけて実施し、狼理は平成１６年から平成１８年にかけて実施した。

５本智の地形図は、鉄辿地役･巡翰施般雛伽支扱機柵鉄道建投本部九州新幹線述波局から提供を受けたものを

韮にして作成した。

６現地調盃での実測及び写典搬影は、野11I英治･西山由美子･和田敏郎が実施した。

７巡柵製図は横山明代･西畑美希･演崎榊子が行い、細集は横山･西畑が実施した。

８辿物実測は横山･西畑･石数敬介･井上裕美･古閑満代･剛田智子･井肋秀子･金子美代子･府内博子が行い、石器

の一部を国際航業(株)に木器の一部を(株)埋蔵文化財サポートシステムに委託した。辿物製図･製図の絹災

は横山･西畑･波崎･古閑が実施した。

９椛告響に掲絞した巡物写典撮影は村田百合子･手嶋裕子･西畑が行い、褐職した写真の迦別は西畑が実施した。

１０本排の実務･縄災は雌文化財資料室災野、拓治指導の元に坂口韮太郎が行った。

凡例
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４
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節Ⅱjit辿跡の概婆・……･…………．.……･･･……………………･･･……･…．．……………･………．．……．．……９
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節１節Ⅱ区の遮柵･…………･……………････……･…･…･……･…･………………･････………･…………･'９

１竪穴住居跡･････…..……･･･………･･･…･……･…･･…･…･…･･･…･･･…･……･････….．…．.………････1９

２土城………｡.…･････……………….…………･･･…････…･…･･･…･……･…･･･…………･･…..…..…3０

３その他の遺櫛………………･………･………………………･･…………･･……･･……．．……｡．……３０

節２節Ⅲ区の遺椛…･…･…･…………･…･…………･……･………･…………･……………････……．．……３１

１竪穴住居跡………………･……･…････．．…････………･………………………･･･････…..…･………･３１

２土戦･･･…･･･……………..………………………･……･……･･･…………･…………･………･････…･３２

３掘立柱建物跡･････…･････……･……………･･･……･…･…･･･…･･･…･…..………･……………･･…･･４２

４滴状遺柵……．．…･････………･…･…･･………………･…．．…………….．………･………･･･……･…４６

節３節１V区の遺櫛……･……………･…｡．……･……………･………･…･………．．……･………･…………4８

１竪穴住居跡･…･･･…･･･………･…･…･…..････……………･･･…..…………．.………･･…･････……･･･4８

２土城…･………･………………･…………･………………･…………･………･･…････.…･･………･･･５６

第‘１節Ｖ区の遺構･…｡.………･…･……･…………･………･………………………･…．．…･……………･･･６１

１竪穴住居跡･………･……………．．……･…･…..………..…･……………………･……．.…･･･…‘…６１

２土城…．.…………………………………･……………．．………｡．…………………･………･………６４

第５節Ⅵ区の遺櫛･………･…………………………･……．．…..………･…………･………･……･･･…．.…６５

１竪穴住居跡…･…………･…･…･･･…･………････…．．………･………………･…………･…･･………6５

２澗状遺柵……･…………………･……………･…･･･…………･…･……･…････････……･･…･…･……６８

３その他の遺柵･･…………･…･…………………･…．．………．．…．．…………･………･…･…………･６８

節Ⅳ衆捌査の成果遺物・…･･･……'｡.………･…･･…………･…………………･……･………………．｡………7９

１土器・…･….．………･………･…………．｡…………………･･･…･…………．．……………….．….．…７９

２石器…･……………………………････……………………･･…………………………………．.…１１７



Ｉ

３木製品・…………………………･………･･…………････……･･…………･･･………………･…･…１２４

４土製品，玉類……･…………………………………………………･……………．．……………・・１２６

第Ｖ章まとめ…………………･………………………………………………………………………･……･…１３１

参考文献

遺物観察表

写真図版
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第20図
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第27図
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第29図
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節３１図
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九州新幹線関巡発掘調査逝跡記世図・………･･………･･･……………･………･………．.…･･･…｡．………４

周辺主要道跡分布図･･…･････………･…･………………･･･……………………･･…･･……………･……･…１０

島田遺跡基本土府図･……………．．………．．………………･……･･･…･･･……･……………････………･…１４

島田遺跡全体図･…｡．……･………･…･･･…………･…･…………･･･…･････…………………………･･…･…１７

Ⅱ区全体図．．……………･･……･･…････…．｡……………･……．.……･……･…………………･…･･･………１８

Ⅱ区１号竪穴住居跡実測図……………………･…………….．……･･･………………．．………………･…１９

Ⅱ区２号竪穴住居跡実測図………･…………………･…･……･……･…･･･…･･･…………………･……･･･２０

Ⅱ区３号竪穴住居跡実測図･…………….．…………..………………･………………･……･･･…･…･･･…・２１

Ⅱ区４号･５号竪穴住居跡実測図････…………･……･…･･…･………･……………････…………．．……・・２２

Ⅱ区６号･７号竪穴住居跡実測図……･…･…･･……･………………･…･･･………．．………･…･…･･……２３

Ⅱ区８号竪穴住居跡遮物出土状況実測図・……………･････……･…･…………･………･……………・・２４

Ⅱ区８号竪穴住居跡実測図…･………･……………………･……･･･…………………････…･………･……２５

Ⅱ区９号竪穴住居跡遺物出土状況実測図……．．…………･…………･………･･･…･…｡｡……………・・２６
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Ⅱ区１号･２号土城実測図，Ⅱ区出土艶実測図・……………･･……･……………….．…･･･…………２８
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第１章調査の概要
節１節潤宜に至 る 経 緯

１捌瀧の契機

九州新幹線新八代･西鹿児蝿lIUは、国によって昭和47年６月２７日に雅本計画が決定され、昭和48年１１月

１３Hに確側計画が決定された。ここに|U多一西鹿児島間の25710,に及ぶ九州新幹線新八代･西鹿児島|Ⅲ巡設計

画が典体的に定まり、昭和６１年８月２９日に工耶実施計画がIl1輔された。

しかし、緊急餓気対策や緊急願用対策等の社会施策の変化に伴い、全体計画のうち八代一西鹿児勘Ⅲの

126.07kmを平成３年８月９日にエリF実施計画が申柵され、同年８月２２日に認可された。

これを受けて平成３年９月７日に述設工班が起工し、平成１５年度に八代一西鹿児脇1mの０M通を目指す九州

新幹線新八代･西鹿児島間の具体的な述設が開始された。

２耶業照会と予附凋壷の経過

平成９年５月６日の旧日本鉄道建設公団九州新幹線建設局からの泳奈木町域での埋蔵文化財の照会並びに試

掘調交の依頼を皮切りに、熊本県内でも九州新幹線建設工期に伴う埋蔵文化財予側澗在が本格化した。

平成10年度に入ると八代市域でも旧日本鉄道建設公団九州新幹線建設局の依頼を受けて県文化課は遮跡台

帳の照合と現地踏在を実施した。その結果、建設工那予定地内に周知の埋蔵文化財包蔵地が多数含まれること

が判明した。県文化裸は、この結果を受けて旧日本鉄道建設公団九州新幹線述般局に辿設予定地での試掘調査

並びに確認調究が必要な旨を通知した。

１１i↓文化課は平成１１年７月の西片町での試掘調盃を皮切りに予jNi調盃を|＃l始し、平成１２年６月に本線建股予

定地の八代市勘、町での試掘鯛交を実施した。

その結果、巡物の包含j１W及び弥生土器等の遺物を確認したため県文化裸は、平成１２年６月２３日に旧日本鉄

道建孜公団九州新幹線迎設局憂及び八代市教育委貝会へ試掘結果を通知すると共に当核地での木調査が必要

な旨と未調査の部分での今後の予術潤在が必要な旨を通知した。この新発見の埋蔵文化財包蔵地は町名から

｢励田遺跡｣と名付けられた。更に遺跡の内容等を明確にするための確潔捌迩を平成１３年７月２３日に実施した。

この後、八代市教育委貝会と旧日本鉄道建設公団九州新幹線建設局と熊本県教育庁文化課で協擬を行い埋蔵

文化財包蔵地内での工耶前の記録保存実施を決定した。

協識の結果を受けて、平成１３年８月６日から脇田遺跡の発掘調査をINl始し、翌年の平成14年３月２９日に

全て終了した。

３訓壷の組織

……蝿-E熱
【2000(平成12)年庇試掘捌在】

調査蛍任者阪井大文（文化裸是)、勘泳義昭（課長補佐）

調査総括高木正文（主幹兼調在第１係長）

調盃担当奨谷部善一（主任学芸風）

－１－

(耶務手統き等）

(文化振興･文化財の指定･補助金等）

(受託ﾘ業）

(県事業･指定文化財現状変更等）



調査事務局川上康治(課長補佐)、中村幸宏(主幹兼総務係畏)、上村修治(参事)、広瀬泰之(参り『）

杉村諏彦(主馴）

【2001(平成13)年度本調査】

調査責任者阪井大文(首席教育審議貝兼文化課長)、島津義昭(課長補佐）

調査総括高木正文(主幹兼調査第１係長）

調査担当野田英治(文化財保護主小）

西山由美子･和田敏郎(砺託）

【2005(平成17)年度整理】

整理責任者梶野英二(文化課長）

吉田恵･倉岡博(課長補佐）

整理総括商木正文(課焚補佐兼調査第一係担当）

野田拓治(文化財資料室長）

整理担当坂口圭太郎(参りF)、横山明代･西畑美希(嘱託）

整理事務四元正明(主幹兼総務係災)、塚原健一(参事）

小谷仁志(主任主事）

第２節澗査の方法と経緯

ｌ訓盃の方法

調査区は水田であったので、まず重機による耕作土除去を行い、作業員による遺柵検出を行った。次に巡

柵の位世を正確に記録するために国土座標軸に合わせたグリッドを調査区内に設定した。なお、設定した方

眼の一辺の長さは5ｍとした。

調査地は耕作土(Ｉ層)の厚さが20ｃｍほど堆枇していた。その直下に硬くしまった耕作土の床土(Ⅱ層)が8ｃｍ

ほどの厚みをもって形成されていた。’．Ⅱ層を除去すると黄褐色粘質土(Ⅲ層)があり、この層からは遺榊及

び遺物等は確認出来なかった。Ⅲ層を除去すると、灰褐色粘賀土(Ⅳ層）を碗認した。この層の上面で竪穴住

居跡等の遺栂を検出した。ｖｌＩＷより下層では遺構及び遺物を確認出来なかった。

２調迩の経過

島田週跡は2001(平成13)年８月６日に本調査を開始し、2002(平成14)年３月２９日に終了した。

2001(平成13)年

【８月】

平成１３年８月６日に重機による表土剥ぎを終了し遺構検出を開始した。翌８月７日に４級基地点及びメッ

シュ杭設磁を行った。８月１６日にはⅥ区の道構検出を1V区の過柵検出と平行して開始した。両区ともⅢ屑か

ら遺物を確認出来た。特にⅥ区からは弥生土器を検出しており、遺物等から遺跡の中心である可能性が高ま

った。この月はⅢ刑の掘り下げと遺構検出に終始した。

【９月】

先月末から、グリッドに幾つかのトレンチを設定し、遺櫛検出を行っているⅣ区では９月３日までにⅢ府

の掘削を終了しており、同月４日からはⅣ層での週榊検出に入った。翌９月５日からはⅥ区も４屑の掘り下

げに着手した。両区ともⅢ層での遺柵検出は出来なかった。この月はⅣ層の掘り下げ及びグリッドでの遺物

取り上げが主な調盃となった。

－２－



【１０月】

９月１日は先月末からの雨により、調査区が冠水したので、午前中は排水と復旧作業に追われた。１０月４１１

からはＶ区の表土剥ぎを開始した。１０月９日はＶ区でⅢ屑の掘り下げを行ない、ピットが検出した。この時

点ではピット群の時代特定には至っていない。１０月１１日はⅣ区の梢査において竪穴住居跡と考えられる週柵

を検lI1した。遺柵の平面プランは、ほぼ円形か楕円形を呈する。１０月１２日はⅣ区及びⅥ区の空中写真撮影を

行った。また撮影のために調査区を消掃した際、突帯文を持つ翌の破片を検出した。この掴において弥生時代

前期の遺構が存在する可能性が高まった。１０月１７日はＶ区のピット群の掘り下げを行った。１０月２３日はＶ

区の梢査を行い、竪穴住居跡、土城及びピット群を確認した。１０月２４日はⅥ区の竪穴住居跡の掘り下げを開

始した。ここから１０月末まではⅥ区の竪穴住居跡の掘り下げを行った。

【11月】

11月５日からはＶ区の竪穴住居跡等の掘り下げを開始した。１１月８日までにＶ区及びⅥ区の遺栂完掘と実

測を全て終了した。１１月１３日はⅣ区において木柱を確認した。この時点では水田遺柵に伴う杭として考えら

れていた。１１月１５日はⅣ区で新たな遺構が検出された。円形と方形、長方形の平面プランを確認しており全

て竪穴住居跡である事がほぼ判明した。１１月１９日からはⅣ区の竪穴住居跡の掘り下げを開始した。１１月２８

日はⅣ区の空中写真撮影を行った。１１月３０日でⅣ区の辿榊完掘と実測を全て終了した。

【１２月】

１２月３日からは、これまでの調査で出土した遺物の選別と竪穴住居跡内の埋土の水洗作業をl＃l始した。１２

月１９日からⅢ区の表土剥ぎを開始した。１２月２４日調盃区全体の掘り下げにより、溜状遺構と土脳を検出した。

１２月２８日まで遺構検出を継続して行った。

2002(平成14)年

【１月】

先月から引き続きⅢ区の遺構検出を行った。１月１８日からⅡ区の表土剥ぎを開始した。１月２１日はⅡ区及

びⅢ区の４級基単点設世等を行った。１月２３日はⅡ区の南側で土城を検出した。１月２９日はⅡ区の遺構検Ｈ１

において円形と方形の竪穴住居跡を確認した。１月３１日はⅢ区で新たに３軒の竪穴住居跡を確認した。

【２月】

２月１日はⅡ区及びⅢ区の全体輔盃を行った。この結果Ⅱ区とⅢ区で竪穴住居跡、土城、ピット群を確認し

た．２月４日からはⅢ区の竪穴住居跡の掘り下げを開始した。２月８日からはⅡ区の土城の掘り下げを開始した。

２月１９日はⅢ区の南側で掘立柱建物跡を新たに検出した。２月２１１JまでにⅢ区の掘立柱建物跡を全て掘りあ

げ写典撮影を終了した。これより月末までｕ区とⅢ区の遮柵掘り下げを行った。

【３月】

３月２日はⅡ区及びⅢ区の空中写真撮影を行った。３月７日はⅢ区の４号土城より木製船が出土した。この

時点では、木鋤は確認できたが、円盤状の木製品の用途は判明していなかった。３月１２日に４号土城の掘り

下げを行ったところ、円盤状の木製品の中央に四角の刺り貫きが確認できた。これによりこの木製品がｒ鼠

返し」と呼ばれる建築部材であることが判明した。３月１２日までにⅡ区及びⅢ区の全ての遺柵を充掘し、翌

３月１３日にⅡ区及びⅢ区の完掘状態の空中写典撮影を行った。３月１４日からは遺櫛図作成及び出土品の整理

作業を開始し、３月２９Ｈには仮設那務所の解体及び搬出を行い全ての調査区を終了した。

－ ３ －



第１図九州新幹線関連発掘調査遺跡配遜図（S＝1/25,000】
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第１表九州新幹線関連発掘調査遺跡一覧表

週跡名 所在地 胴査期間 時代 主な遇柵･過物 砺業主体

剛Ⅱ近跡 本線 八代市剛１１町
2001/8/6～

2002/3/2９

弥蜘iiIlW

弥生後MII

古jjWi1lW

竪穴住鵬跡､洲、

弥生土器､土&Ii洲､Ｗ器4Ｗ
銑道運輸機柵

上Ⅱ枇女夫木

巡跡
駅介

八代市

上IIIH女火水町

宇女火水

2001/11/ｌ～

2002/】/3１

弥生ＩＮＩ期

弥生後期

方形間禰無､111形川洲隣､竪穴住肘跡

弥生土器､土師器輔
鉄近運輸機柵

西ﾊ゙riIII遮跡
駅介及び

本綴

八代市西ﾊ゙ 町

字面川

2000/8/7～

2002/Ｗ３

弥生後期

古戦柳酬

竪穴住居跡､洲､土域

弥生中期(爪弧文土器).土師器
飲迦運輸機柵

菌片側111退跡 卿､付件
八代市商ﾊﾞ町

大字小路口

2002届/２０～

2003/12/1２
弥生～中

土壌､水路

弥生土器､鎖忠器､土師器､木器
熊本

西ﾊﾞ冊村週跡 水線
八代市西ﾊ゙ 町

宇儲村

2001/Ｗｌ５～

2001/9/2８

弥生･古代
１６

１
１

竪穴住居跡撫立帖巡物跡､井戸

須悪器､土師柵
鉄進迩輸機脚

中);・小路通跡

1Ｋ.2

本線

市近(･I牌

八代市中ﾊ゙ ﾖ「

字小路

八代市中片町

字小路

2000/8/１～

2001/3/3１

2001/１Ｍ～

2002/2/2８

古城･KII世

近世

中世･近

近世据立住巡物跡､近世熊

旧河川等

拒立柱迩物跡､ﾉ〃i､洲

蕨道辿輸機桐

鉄迩運輸擬櫛

:11Ｋ.４ 市近付件
八代iliIIl片可

字小路

2002/12/咽～

2003/3/1２

細文･古城

中世･近世

榊､流路､蝋暗

土頃
鉄道巡輸機柵

寓地年神通跡 本線
八代市宮地町

宇年神･源八

2001/１１/１～

2002/5/3１
弥生～中世

土壌､掘立椎迩物跡､井ｊｉ

弥生土器､弧辿１Ｍ,土師器､陶磁器

瓦質土器

鉄道巡輸機栂

宵地池肌辿跡 本線
八代1端地町

宇池尻

2(X)2/1/３１～

2002/Ｗ3０
古耽～近代

竪火住勝跡､土城､M雌M地物跡

筑悪器､土師器､陶磁器
峡逆迎輸獅ル

桝地小畑通跡

本線

市道付件

八代ｉｉｉ宮地剛

字小畑

八代市宮地可

字小畑

2002/2/ｌ～

2002/6/３

2003/4/ｌ～

2003/１０/3０

古湘～近代

古代～近世

掘立住巡物跡､洲､土墳.性穴守、

埋没河川､典塚(111世）

鋼悪器､土ﾙ噸､Ⅱ泉窯系w磁､111安窯系刊

磁、緑袖陶淵､人什､駄什､j蝿

据立往巡物跡､i仰､土壌､住穴零､埋没河川

鋼迦器､土師淵､側泉澗系淵磁､隙紬脚鮒尋

鉄道運愉槻卿

鉄道巡獣槻桐

宵地肌付寺

巡跡

本線

iIijn付件

八代市寓地町

宇皿行寺

八代市宮地町

字遡行寺

2001/】O'９～

2002/5/1４

2003/5/６～

2003/9/3０

古代～近世

古代･中世

竪穴住居跡跡､据立住述物跨､土戦

配石遮桶､澗零

叙忠器､土師器､Ⅲ泉撫系iY磁等

製鉄側係遮1m(炭撤､漁)､敷而洲､土噸等

須悪器､土師器､鉄沸､鮒迩剥ﾊ゙

鉄道迩輸橿綱

鉄道運輸機柳

古施岐下週跡 本線
八代市古亜町

宇砥崎

2002/ﾙ８～

2002/Ｗ2０
古代･I|'世

瀧土報､梼列

鉱MK器､土師器､i１１１%蛎系iV磁

紫徳鎮系染付､凡質土器等

鉄道運輸機栂

古蝿能寺迦跡
本線及び

起祉Ⅸ分所

八代市古蝋町

宇能寺

2001/bW28~

2002/3/2０
古代～近世

竪穴住屑跡､１Ｍ畑地物跡､蝋城､栂列、

石柵井戸.貝塚

弧辿器､土師淵､Ｍ1%螺系Ｗ魁

蛾徳膜系染付、Ｗ１Ｉ辿系陶器

朝鮮王朝系白磁､常湘系陶淵

蕨道運輸機柵

古施城跡 本線 八代市宙煎町

20(】0/12/５～

２帥I/Ｗ31

2(X)1/】0/９～

2002/Ｗ3０

中世

1M立桃辿物跡､打細井戸､木1W班、

五輪塔群､井脚跡

鋼悪器､土師器､】uFt土器､Ⅲﾙ礁系iii磁

鉄道巡輸機柵



第Ⅱ壷 遣踊の概要



節Ⅱ章辿跡の概要
第 １ 節 辿 跡 の環晩

ｌ地肌的環境

八代平野は県南の不知火海に面した沖祇平野である。本来は速洩の海岸線がいくつも入り細んだ湾があった

とされている。西に八代海が広がり、東に九州山地を割んでいる。八代平野は近世から現代に至る干拓により

人工的に形成された平野であり、現在総而枇のおよそ８０％が旧干潟である。

本来の地形は、九州山地から流れる氷川をはじめとする大小の河川が流れ込んで形成されていた沖祇平野で

あった。現在の鹿児蝿本線が往那の海岸線であるとする研究史もあり、現在の環境とは大きくことなる点であ

る。近年、歴史的紫観の保謹が文化庁より提唱されているが、ここ八代平野も干拓の景観を現椛まで良く残し

ており、その保存と活用に向けた動きが近年尚まりつつある。

烏111巡跡は、その旧沖穣平野の微間地上に位世している。八代市史によるところでは、この地に間111が及ん

だのは中世であり、その後の干拓による海雌線の移動で今の景観になったと考えられる。従来は、四方に水田

が広がるⅢ園地雑であったが、近年の開発により宅地化が進んでおり九州新幹線新八代駅開業とともに急速な

変貌を遂げつつある。

２歴史的琉境

八代平野は干拓により作り出された人工的な平野であり､従来は干潟であった。現在の新八代駅の周辺には、

数多くの辿跡が存在し、古くは弥生時代から近世にかけて生活の場として存在している。

ここでは新八代駅周辺の遺跡の巾で九州新幹線建設二I:11Fに伴って新たに発見された逝跡と出土した辿物等

について紹介しておく。

古麓城跡からは名和氏が八代地方を治めていた時期の年号が彫り刻まれた五輪塔群が出土しており、名和

氏が八代を支配していた事を証明する蛍砿な資料である。記銘がある汎蛤等は現征八代市で保符されている。

古麓能寺巡跡からは、中世の輸入陶磁が多数出土しており、貿易によるこの地の往時の繁栄が偲ばれる。キリ

シタン寺院跡は小西行長の時代に造られたキリシタン寺院跡で瓦が我採されている。このキリシタン寺院は従

来の寺院を壊した後に建てられたと資料に記されているが詳細は不Iﾘlである。

宮地肌行寺遺跡からは、中世の土城と掘立住建物跡群が多数検出されている。宮地小畑辿跡は中世から近世

にかけての掘立柱地物跡と小型犬を埋葬した珍しい辿柵が見つかっている。西片稲村遺跡からは平安時代末

から中世にかけての捌立柱建物跡群が検出された。西片百m遺跡は、弥生から古城にかけての架落跡である。

上HWf女夫木遺跡は、西片百田辿跡よりやや新しい時期に営まれた、集落と墓域を併せ持った辿跡である。方

形周洲蕊群の洲からは多数の供献二'二器が111土した。西片剛Ⅱ遺跡は､木器が多炊に出土している。島田迫跡は、

弥生時代前期の集落跡で、八代平野で確認された最も古い典落跡である。用七巡跡は弥生時代～古演時代にか

けての典落跡で、上日世女夫木追跡と同じ雛柑を呈する。本遺跡からは青銅鏡が出土している。

第 ２ 節 辿 跡 の概要

島田遮跡の調盃では５つの区で逝柵及び辿物を確認した。確認できた遺柵の時代ごとに分けると弥生時代

前期と後期の竪穴住鵬跡17軒、洲状遺枇１条、土城５J！§、古城時代前期の竪穴住肘跡が1111if、洲状遺柵1条、

土城８難、掘立柱巡物跡３棟である。調盃区のうちｌ区については、当初はⅡ区の遺櫛が北側に広がるリドを想

定し鯛従区としていたが、予伽ﾘﾘ恋の結果、辿櫛及び辿物等を確認出来なかったため、調盃対象地区から除い

た。

島田遺跡では、Ⅱ区とⅢ区に古城時代の辿柵が集中しており、Ⅳ区からⅥ区にかけて弥生時代の遺柵を多く

確認した。この邪から、島田迫跡においては２時期に渡って集落として存続していたことが分かったが、地形

－９－
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第２図周辺主要遺跡分布図（1/25,000）
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第２表周辺主要遇跡一覧表

－１１－

週跡弼号 遺跡 名 所在地 時代 種別 描定 側考

202.008 川11陳坪 I側町西東坪 弥生～近世 包蔵地 弥生土器‘釧忠器･土師器･腿・近世陶磁器

202.009 川川小築 IIH町西小築 近 包蔵地 木製１M.近世陶磁器

202.010 iii川Illi1i城ﾘド 1111町西久木
‐
４
０
ロ

ー
ｐ
且
■ 城 古耽

鮒１号肌

卵２号収

ｊ
－
ｊ

1111町西久木

1111町凹久木原

１
’
１

肌

戦

古城

戦

姉３冊Ⅷ '111町西久水原 古城 古城

202.011 沖片 閲片印辻Ⅲ他 弥生 包蔵地 弥生土器･筑迎柵･土備器･軽Wi別人面

202.012 隅ﾉー ﾋ典塚 iＭ 片町鴨ノ上 戦 貝塚 弥４ 土器･土師器、恥地

202.035 船蔵11塚 」野町船職 i１ 剛 典塚 須１ 器･土師器、畑地

202.036 硫塩肌塚 」野可硫塚 １ M１ 典塚 鯛忠器･土師器、畑地

202.039 古間上町n噸 宙1M上可ＪＷＩ神 城 貝塚 貌忠器･土師鴇、宅地

202.帆０ Ⅲ七古城 災Ｈ１可川七 古城 古城
術式YiIW･剣、線路間脳に移批、石材を布碑に
鮭川

202.041 竹 竹 脱 町 蜜 弥生～古戦 包蔵地
弥生土器･筑鯉器･土肺器･蘭購･土腫

猟院散地内

202･OLl2 竹原ﾖ『古瑚鮮
竹脱町･上11髄ﾖ『

ほか
古畑 古城 １０鵬

202.043 IIIH可古端群 上IIiH町白石 中世 石造物 五輪端１０鴫、前二'１１校庭川士

202.0判 IIWt町貝塚 llIR町１１〔畑 古城 Ⅲ塚 弧忠器･土師器･土卿１１土、太川郷小佼庭内

202.帆５ いら塚古、 ﾉ上可Ⅱ鯉 古城 古城 円坑、釧忠器

202.046 淵惟武１１塚 ﾉ」 町 淵 楼 堂 弥生～古城 肌塚 ili 弥生土器･弧忠鮒･土師器･土臆

202.“７ 淵峨 Ⅱ:_Ｉ 町鮒楼堂 純文～古城 包蔵地 鉱山洲･土師器‘夜F1･Ｍ１製禰斧、宅地、畑地

202.018 鮒帳蝋古城 ﾒ」 町鮒楼揃 古城 古城 而謂は州没し上に常が岨つ

202.帆９

202.050

洗切

此111町

iW水町洗切

災川町一本慨

古城～平安

111文～古城

包蔵地

包蔵地

筑忠冊･土師器.陶磁１Ｍ･鉄沸･三彩

弥生二l糊･郷u器･土ﾙli柵

ﾊ゙

202.051 西j;･'91111 西片町柵村･帥1１ 弥生 包蔵地 弥生上船･弧忠器･」 伽羅

202.052 虚空蔵古珊 災111町火IⅢ 古畑 古蛎 iIi 鬼の珊脇式I蔵、Ｉ 篭鍬川

202.053 剛 １１塚 上１１ft町ＩｆＩＷ 弥生～古坑 塚
弥ＪＭ洲･捌思器･土ﾙIj鼎･布Ⅱ泌人冊･土ilI、

窟Ⅲ別

202.0斜 町古帆聯 １．町間神(上） iI『j、 古坑

202.055 天神古馴 Ⅲ片･町間仲(上） 古城 古城 IljMI，天神を祭る、ｊ､Ⅱiに1j鵬‘拒石が繍出

202.056 側ノ上古坑 片町間神(上） 古M１ 古城

202.057

202.058

むかいやぼ商戦

御経域古耽

M〔片可間神(上）

Ⅲ片町岡神(上）

古城

古城

古戦

古城

厳側1句に禰材が弧る

円坑、峨庇が奴る

202.059 災蝋古畑 上片町．ド野搾 古城 古堀
前方後Iﾘ城、鋼山脇･土師鮒･I8j筒･城輪、

蜜柑間

202.060

202.061

大域古城

茶臼 11古戦

.':ﾊ゙ 町下野森

上ﾊﾞ町下野巌

古堀

古城

古城

古城

市

市

雄大のIMI方後門畑、釧忠器･人物域輪（女性)、

川水路仙断

二段蕊１１１城、茶臼の形

2哩・062 方児 iｔ 】〔片町方児堂 近世 包蔵地 弥生土船･釧忠器･土師器･瓦・近世陶磁器他

202.063 商取 l:ノllIi1iMi ｣:ﾊ゙ 町商１１〈 lffjn 古城 前方後門jn、恢穴式１蔵、側鞭の一部が弧る

202.064 .':ﾊ･町鬼の冊古耽群 上ﾊ゙ 町商1１ 古耽 古城

節Ｉ 》城 上片町細’ 古蛎 １１ 城 市 鬼の紬!式I穂、Ihl近３号線脳に獅篭鍬川

師２

鮒３

)堀

)蛎

.':ﾊ゙町商1１

上ﾊ゙ 町尚１１

古耽

古耽

笹

別

城

耽

蕊地

周辺は水川、耽丘の一・部が蝋る

鋪‘１ )iｎ .!:j１．町商１１ 古M１ 1１ 噸 鬼のＷＭ式1称、宏111珊巨ｲf3IAl、領哩器

節５ ｝城 上片町細Ｉ 古ｉｎ 城 皿祢却111M，Illjn、城､iに宏11鱗巨祈が卿IＩ

202.065 乙九古耽群 惚地町 古城 １戦

鋪】り城

鋪２１Ｊ城

常地町五反IⅡ

桝地町乙九

古城

古畑

認

1１

戦

城

畑
一
畑

鮒３１Ｊ戦 禰地町乙九 古城 古城 誠忠冊･土師器･白磁.Ｗ磁・天Ⅱ



遺跡弼号 過跡名 所在地 時代 種別 指定 例考

卯‘l¥M１ 席地町乙丸 古城 古ｉｎ

期５恐城 糊地町乙丸 古城 古iｎ 窟州間に石寵弧欠

節６号城 浦地町乙九 古城 古耽 前方後円城、縦柑剛に服｣fの一部洩る

節７号城 宮地町乙丸 古城 古城 撚地、畑

節８ﾘﾝ城 竹地町乙九 古城 古城 畑、宅地

鮒９１j服 1:『地町二反Ⅲ 古城 古城 畑

卯１０号肌 窟地町二反、 古城 古城 畑、蕪地

202.066 源六辿跡 西宮町

202067 宝泉院醗延行稀の蕪 西撒印小寺 近世 墓地 仮碑(正保二年筋）

202068 荒神塚 『地町石膜 弥生～古城 包蔵地 弥生土器･釧山器、Ⅲ水路－裕

202069 村上河内胤倣跡 『地町池呪 唾世 包蔵地 五梢塔残欠

202070 神宮寺跡 禰地町池尻 I'世～近世 寺社 宮地小敷地

202.071 院主跡 寓地町小畑 １１世～近世 寺社 宅地

202.072 一乗坊跡 柑地印小畑 1世～近世 寺社 馴忠器･土師器、窟地公民館敷地

202.073 観行寺跡 樹地町小畑 １３世～近世 寺社 弧忠器･土師器･布目瓦

202.074 宮前 簡地可小畑 丘世 包蔵地 宅地、道路

202.075 池 桝地町池尻 中世～近世 包蔵地 弧迦器･土師器･'11而硯、五輪端

202.076 符山焼浦跡 宵地町池脱 近世 生産 符山焼

202.077 御小袖塚 妙兇町悉知院 中世 城悪 市
五輪膳･黒縫端、恨瓜親王ご迩立のご両親の陵

難

202.078 護阿山顕孝寺跡 妙兇町悉知院 中世 寺社
五階塔、蜜lMlq、恢典親王ご川巡のご間親善

拠所

202.079 木村Ⅶ三次賊散跡 妙兇町１１１下 近世 包蔵地 市

202.080 階下古城群 西寓可凹階下ほか 古城 古M１ １２鵬、小型IZjln、弧迎冊･土師器

202.093 洗切Ⅲ塚 柵水可洗切 古城 包蔵地 弧Ⅲ器･土師洲･欧什

202.095 加蝋忠正難 妙兄町件 近世 蕊 市 五輪勝、ルlW1IIlI木成寺

202.096
中宙11噸神寺跡

(嬬心礎）
妙兇町’'0宮 中世 寺社 市 布間瓦･班而群･堵心蝿石･スラッグ、膜嶋

202.097 繊神寺製鉄跡 妙見町１１噸 平安～中世 生販 鉄沸

202.098
恨良制王御蝋．

宝使印解
妙兇町中宮 中世 石造物 市 宝鯉印塔、伽熊内に移餓

202.099 妙妙11窟跡 妙兇町１１噸 中世 寺社 市 術１１瓦、畑地、手洗い脅市術定

202.100 捜蝋 妙見町協埋 古城 包灘地 弧迦器･土師器･石斧･瓦蛎、道路

202.101 山下古城 古匝町Ｗｉ域 古城 古瑚 円坑、弧思器、新城111.ドにあり、寵柑間

202.102
江火山秤光寺。

爽棚院のり測l碑
古随可地領 近世 石進物 市 五始塔･仮碑、古廟･WiNii

202.103 赤光寺謎蕨跡 古鞄可地領 平安～中世 生産 扶搾

202.101 御内古城 古塊可御内 古城 古坑 弧忠器･土師器･金現】、宅地内

202.】0５ 御内 古認可上り山 古城～中世 包蔵地
須辿器･土師器多敗･璃花玖鳳八段鯛、
箇柵間

202.106 相良職陽蕊 古飽町．’ り山 中世 蕊 市 通称首塚、大正１１年移没

202.107 勝雌戦跡 古塊町」 り111 １１世 域 '{1世域跡、厳ⅢIRI

202.108 斬境跡 古塊町」 り山 '8世 域 中世城跡、堀切、古飼鵬史自然公卿腿望所

202.109 丸山域跡 古麗町」 り山 １０世 城

202.110 鞍掛城跡 古施可」 り山 13世 境 中世城跡、鉄塔、雑木Ⅱ；

202.111 古施城跡 古随町」 り山 1Ｊ世 域 市

202.112 脳縦城跡 古脳町．Ｉ り山 １１世 戦 中世城跡、荊狐、鉄蝋雑木林、一部畷柑IW1

202.113 飯盛城跡 古館町」 り111 '１世 域 ‘I'世域跡、堀切、髄Ⅲ側

202.114 過lド順 古鮒町．Ｉ り山 丘世 述適物 市 通称「枕湘｣

202.115 仙良肌王御所跡 奈良木町窟閲 '１世 包蔵地 市 Ill院躯定卿航跡、八代ii晒府跡

202.116 奈良木古城群 奈良木町 古城 古城

節】U肌 奈良木町三森 古城 古M１ 辿祢短冊塚、澗材ｌ例猟1１１

鮒２号蝋 奈良木町三灘 古城 古iｎ 磁柵側
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※周辺主要近跡分術脱l及び川辺辿跡地名炎については､平成１０年発行のｒ熊本ﾘ,1辿跡地I洲j(熊本ﾘ０１教Y松山会)とl可槻の稀号老

付した｡市町村コードにあたる３桁の数字に対応する市町村は以下の通りである。

202..･八代ilj

－１３－

遺跡番号 過跡名 所在地 時代 種別 掴定 側考

師３１ｊｊｎ 奈良木町三厳 古城 古耽
迦弥三森塚円耽、土ﾙ|j冊･土蝿、剛州は水川、

峨脆の一部残る

節４ )畑 奈良木町三澱 古耽 古城

鋪５ )Ⅲ 留脱上町過作 古城 古蛎

師６

節７

)畑

｝j、

奈良木町中野側

奈良木町中野1-1

古耽

古城

古耽

古耽

前８ )畑 奈良木町中野口 古帆 古城

節９ )!、 奈良木町三藤 古iｎ 古刷

師１０り塊 奈良水町三灘 古jｎ 古M１ Iﾘ城、下のⅡ古jn昨中のﾊ11大''１坑

202.118 八丁似城跡 古腕町上り山 I|'世 城 111世城跡

202-122 木下し漁跡 奈良木町釜雌 近世 生産 職漁、商Ⅲ焼、齢､典、綴Ⅲ側

202.123 十二４１水跡 平111続可平山 近世 交通 ilj

202.175 球附川はね 営地町厳原可 近世 世逸物 Iiばね･石段･散禰

202-177 法寺跡 西窟可陪下 中世 寺社 礎禰･井預

202-178 大平城跡 妙兇町大平 中世 域 埋切一ヶ所

202.179
加鋤l自方父母熱&所安

畏寺
古、可能寺 中世 寺社 妙哩押尼群、加隙jI畠方の蹄

202.180 能寺廃寺跡 古、可能
トロ

１２ 中世 寺社 術Ⅱ凡

202.181 片岡云正卿 古嗣町Ｗｉ域 中世 蕊 Ｘ輪塔

2.182 商Ⅲ手水金所跡 畷原上可小路 近世 包篭地

202.183 うその件製飲 奈良オ 町うその弁 近世 生産 近世瓦涌･古代炭撤

202-181 薬師蝋 奈良オ 可寺ノ迫 近世 寺祉 飛跡

202.185 木下し 奈良木町西山ノⅢ 藤 烈族炉･鏡冷炉･蕨沸

202.186 万年寺跡 平山新町平山 近世 寺社

202.193 浪川Ⅲ塚 十条町浪川 貝塚 十条製紙工鴫内

202.194 災1m町古j､聯 卿11町’抑ｆ 古蜘 古ｉｎ IlljII、今封土なし、Ｉ剣i仙穴而揃

202.204 蝋IMllI水成甜跡 妙兇町件 近 寺社 ili

202.207 W洪縦i〔艇印哨 悔地･妙児・町朴 IＩ 石造物 iIi 恨良親玉御fl兼

202-208 中宮llIWi典赫 糊地･妙兇町弁 中 辿造物 iIi

202211 新城 古煎町斬職 中世 域

202213 古蝿職下遮跡 古煎町砥崎 中世 典滞

202219 条皿跡 古代･中世 生廉

202

202

202

220

221

222

条
一
条
一
条

M跡

M跡

M跡

古代･中世

古代･中

古代･中世

生産

生廉

生藤

202

202

223

り

条
一
胸

11跡

Hjn跡

東Ｉｉ､町

冊111町 弥生 #端

202-225 西片脇付追跡 西ﾊﾞ町稲村
弥生･古代．

中世
典落

202.226 西ﾊ゙ 郡11週跡 西片可郡Ⅱ 弥生 包暇地 弥生土器･須恵認,土師鯉

202.227

202228

上Ⅱ股･女夫木

古胞能寺逝跡

上Ⅱ脱町女炎木他

古聴可能寺

弥生･古坑

古代･中世

落・

蕊地

災落 郷u器･土儒器･凡薗土器･陶瞳器･迅物跡多数

202229 宮地奴行寺週跡 『地可助行寺 古坑～古代 典落

202230 宮地小畑辿跡 『地可小畑 古城～近世 典落

202231 宮地池肌迦跡 『地町池尻 古代～中世 典滞

202232 宮地年神迦跡 『地町年上 弥生～古代 瀞

202233

202.234

キリシタン寺院跡

中片小路迩跡

宮地町

中片可小滞他 古城～近世 瀞



的に両者を分ける婆因になり得る様な標iIRIi錐や河床等の痕跡は確認ill来なかった。

出土遺物の多くは土器である。廃楽土城や照穴住居跡から時期とセット側係を証明する良好な資料を得るこ

とが出来た。木製船も十数点出土している。蝿穴住居跡に使用されたと考えられる木柱、鼠返し他狩猟典であ

る木弓が出土した。

ここで特縦しておきたいのが建築部材のｒ蝋返し』である。これは、商床愈ｉＭの住の下部に取り付けるもの

で鼠等の食害から命Ij1i内の穀物を守るために使われたと考えられている。

禰器は石識、木の実等をすり波すための贈澗等が出土している。

節３節週跡の胴位と包含肘

細１１遺跡で確認できた基本土屑は７用である。

刑
胴
肘

Ｉ
Ⅱ
Ⅲ

現在の水Ⅲ耕作府である。

現在の水'11の床土となっている肘である。Ｉ厩が水田のため、鉄分が多く沈潜している。

近世から古代にかけて形成された肘であると考えられるが、時代を特定する遺物が出土していない

ため断定は出来ない。

弥生時代の逝物を含む層である。この肘から竪穴住居跡（古城時代前期）が掘り込まれている。

無逝物胴である。この層から竪穴住居跡（弥生時代前期）が掘り込まれている。

川の堆械により、形成されたと考えられる１Ｗである。遺物及び巡柵等は、この冠からは検出出来な

かった。

小石から１Ｍ拳大までの磯を多11tに含む１Wである。旧河床と考えられる。巡物及び遺柵等は、このﾉ側

Ⅳ胴

Ｖ胴

Ⅵ胴

Ⅵ噸

からは検出出来なかった。

０

－１４－

-23cｍ

-31cｍ

-48cｍ

-59cｍ

-77cｍ

-91cｍ

第３図島田撹跡基本士屑図

I刑水IⅡ耕作面

Ⅱ肘床土

Ⅲﾉ側蛍禍色粘質土

Ⅳ肘灰柵色粘質土

ＶｋｖｉＷ灰色粘質土

Ⅵ肘Ｗ灰色砂質土

ⅥU輔瞭ｌｊＷ



第Ⅲ章 調査の或果 遺構



Ｃ
奇
倒
す
面
Ｉ
Ⅱ
妄

。
園
園
寺
”
Ｉ
Ⅱ
法

つ
。
討
マ
”
Ｉ
Ⅱ
妄

。
画
一
す
め
Ｉ
Ⅱ
妄

つ
垣
一
す
両
Ｉ
Ⅱ
矛

○
マ
ー
マ
画
Ｉ
Ⅱ
浜

X=-53300

X=-53320

X=-53340

X=-53360

X=-53380

X=-53400

X=-53420

X=-53440

ロ
○
御
す
画
Ｉ
Ⅱ
巽

X=-53500

X=-53460

X=-53480

X=-53520

X=-53540

第４図島田遺跡全体図（S=1/1000）

－１７－

！

ｌ
－Ｎ－

拳

岸

し／

（

ｍ区

ヘ

、当Ｊ



唖
中
一
寸
雨
Ｉ
Ⅱ
妾

○
ロ
ー
マ
㈲
ｌ
Ⅱ
エ

○
ｍ
一
寸
画
Ｉ
Ⅲ
妾

唖
（
一
寸
再
Ｉ
Ⅱ
妾

四
○
一
奇
”
Ｉ
Ⅱ
圭

。
（
一
寺
画
Ｉ
Ⅱ
妄

○
画
一
寸
面
Ｉ
Ⅱ
エ

函
寸
一
寸
雨
１
Ⅲ
圭

第５図Ⅱ区全体図（S=1/250）

－１８－

X=-53490

X=-53495

X=-53500

X=-53505

X=-53510

X=-53515

X=-53520

X=-53525

X=-53530

X=-53535

Ｎ

拳

X=-53540



AL三2-30

届、

－Ａ’

－１９－

邸

Ｉ淵在低の北側に位慨する。住居の平I(Ii形態は、束側が調査区外になるため推定であるが、隅丸の長方形を

塁すると考えられる。住居内の埋ｋは灰勘色粘愛土であった。確認できた規悦は災軸2.56ｍ、短軸1.85ｍ、壁

間は披商で11,1を測る。住居ほぼ中央には炉と考えられる長軸0.75ｍ、短紬0.42ｍ、深さ４cmの浅い掘り込み

を確認した。炉と考える根拠として掘り込みから焼土ブロックが２個体検出されている聯をあげておく。床

而から2個の柱穴が検出されており、この住ﾉ跡に伴うものと考えられるが、（lﾐﾙ';の全体を検出していない

ため主椛穴と判断は出来なかった。

この住ﾉtIiからは少赦の辿物が険出されている。これらの遺物から古城時代前川の羅火住ﾉ跡と考えられ

る。

２Ｍ．曝穴化A';跡（第７Ⅸl）

，洲炎区の北西側に位髄する。他ﾉ１１}の'I4IjIi形態は、西側が調査区外になるため推定であるが、隅丸の鎧方形

を呈すると考えられる。確認できた規模は奨軸4.68ｍ、短軸228ｍ、Ｍ１ｆ商は雌測で17cmを測る。検出した住居

は全面にわたり削平を受けている。一部残存していた住居内の埋土はやや納鷺の災褐色粘質土であった。ま

た、住居の南側は撹乱により壊されていた。床而かう３個の柱穴が検出されており、この住居跡に伴うもの

と巻えられるが、住居の全体を枕出していないため主柱穴と判断は出来なかった。

ロ輝ブロック
Ａ－

l届一灰褐色路闘士

ロ
、
‐
＆
Ⅱ
］

ﾛロ

辻

卵１節Ⅱ区の辿冊

Ｉ蝿穴化ノパ跡

ｌ））'軽穴化Ａｌ;跡（第６Ⅸ1１

葛00ﾛ

第６図１１区１号竪穴住居跡実測|関
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第７図Ⅱ区２ 号 竪 穴 住 居 跡 実 測 区

この住居からも少競の遺物が検出されている。特記すべき資料としては、玉が31個、符玉の細片が出土し

ている。これらの遺物から古城時代前期の竪穴住居跡と考えられる。

３IjI卿.〈化A1;跡（第８側）

’ﾘﾘ飛区の北西側に位iiifする。従ﾊ';の､|勺iIi形態は、隅丸の長方形を呈する。肌棋は:Iを軸ａ７７ｍ、短軸1.99ｍ、

雌商は妓商でl()cmを測る｡住鵬ほぼ''１央には炉と考えられる長軸0.45ｍ、短lIWiO､34ｍ、深さ7clnの浅い掘り込

みを確認した。１号竪穴住居跡とＭ様の炉と考えられる。住居内の埋土は暗紫柵色粘笈土であった。床面か

ら４個の住穴が検出されており、うち炉をはさんでほぼ南北にある住穴は強る２本との位祇関係から主柱穴

と考えられる。また北側は撹乱により壊されている。

この住居からは少量の進物が検出されている。これらの遺物から古城時代前期の竪穴住居跡と考えられる。

‘lIjI羅穴化居跡（第９図）

紬'準のほぼ西側に位縦する。伽ノルの平面形態は、隅丸の長方形を呈する。胤悦は長靴3.78ｍ、短軸2.96ｍ、

唯商は雌i}･Ｉｉで15clnを測る。住鵬内の埋土は暗紫褐色粘質土であった。炉と考えられる巡hlfは確認出来なかつ
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た。床而から４個の柱穴が検出されており、この住ﾉ跡に伴うものと考えられが、位侭関係から１ﾐ‘住穴と判

断は出来なかった。

この住勝から遺物が検出されている。これらの巡物から古唆時代前期の竪穴住ﾙ‘}跡と考えられる。

５蹄竪穴住)‘I;跡（第９Ixl）

調査区のほぼ東側に位HItする。住〃}の平、形態は、ル〔側が調盗Iﾒ:外になるため碓定であるが、削丸の長方

形を呈すると考えられる。確認できた規槻は長軸2.93ｍ、短軸2.53ｍ、壁高は岐商で8,1を測る。住居ほぼ中

央には炉と考えられる長軸0.47ｍ、短軸0.40ｍ、深さ９cmの浅い掘り込みを確認した。１号竪穴住居跡と同櫛

の炉と考えられる。床而から４個の柱穴が検出されているが、主柱穴がどの柱穴か硫認は出来なかった。

この住AIfから少迩の辿物が検出されている。これらの進物から古戦時代前期の'粥穴住居跡と考えられる。

６)｝哩穴化ﾉ‘I;跡（第１Ｏ脚）

調査区のほぼ南西側に位脱する。７号蝋穴住居跡を喚して掘り込まれている事から７号竪穴化ﾉ‘!;跡より新

しい時期に作られたと考えられる。住AI}の平而形態は、｜J【i側が洲盃Ⅸ外になるため推定であるが、隅丸の災

方形を呈すると考えられる。雌認できた規模は長軸3.7()ｍ、短軸1.20ｍ、壁商は妓尚で2cmを測る。検出した

住崎は全面にわたり削平を受けている。床面から２個の惟穴が検出されているが、主柱穴がどの柱穴か確認

～

'０ 2ｍ

第８図Ⅱ区 ３ 号 竪 穴 住 居 跡 実 測 区
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この住居からは少欣の辿物が検出されている。これらの遺物から古城時代前期の竪穴住鵬跡と考えられる。

７３)竪穴化〃;跡（節１０脚）

鯛盃区のほぼ耐西側に位ii'tする。６号竪穴住居跡により壊されている。住居の平而形態は、西側が捌雅区

外になるため推定であるが、削丸のjを方形を呈すると考えられる。確縄できた規模は災軸3.68ｍ，短軸1.21ｍ，

壁i1.5は最商で2mlを測る。住１W;やや北寄りには長軸0.61ｍ、短軸0.46ｍ，深さ２１ｍの州り込みを確i惚した。中

央に史に藩ち込みがあり、炉である可能性はあるが、典付ける焼土郡は検出Ⅲ来なかった。検川した住１，０}は

全而にわたり削平を受けている。床而から４個の柱穴が検出されているが、他ﾙﾘの全体が不明のため主桃穴

がどの柱穴か確偲はⅢ来なかった。

この住肘からは少jltの辿物が検川されている。これらの逝物から古噛時代前川の堅穴依届跡と考えられる。

８珊堅穴化jIO;跡（節１１．１２例）

捌充区の南側に位ｌｉｆｔする。９恐際穴住居跡により壊されている事から９号蝿穴住肘跡より古い時期に作ら

れたと考えられる。ｆｉ§居の平面形態は禅東側が調査区外になるため推定であるが、隅丸の典方形を呈すると

第１１図Ⅱ区８号竪穴住居跡遺物出土状況実測図

、色

は出来なかった。

この住居からは少欣の辿物が検出されている。
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第１３図Ⅱ区９号竪穴住居跡辿物出土状況実測図

－－－Ａ,

考えられる。確認できた規模は及軸4.42ｍ、短軸4.34ｍ，砿尚は岐商で16cmを測る。住居内のj1l1土は略紫褐色

粘質土であった。住居のやや北側には炉と考えられる憂軸0.54ｍ、短軸0.39ｍ、深さ67cmの州り込みを確認し

た。１号竪穴住居跡と同様の炉と考えられる。炉を紐い被せる雛に全体に炭化物が広がっていた。炉の北側

からは脚部を欠投した状態の商杯が2個並んで出土している。床而から５個の柱穴が検出されている。５個の

うち２個は主柱穴と考えられる。

この住居からは翌、小型丸唾壷、商杯等の多爺の巡物が検出されている。特記すべき遺物として、臼玉６

冊とガラス玉１個が出土している。これらの遺物から古城時代前期の竪穴住居跡と考えられる。

９勝竪穴住勝跡（第１３．１４図）

澗充区の南側に位慨する。８号堅穴住居跡を壊している。性居の平面形態は、隅丸の方形を呈する。規模

は催軸3.32ｍ、短軸2.94ｍ、砿i１.Ｉｉは雌商で６｡nを測る。住居のほぼ１１:1央に艮軸0.64ｍ、短軸0.44ｍ、深さ6cInの

浅い棚り込みを確認した。掘り込みの全体に炭化物が認められることから炉と考えられる。検川した住居は

全而にわたり削平を受けている。床面から４個の柱穴が検出されている。いずれも主柱穴と考えられる。

この住居からはやや多めの道物が検H1されているがそのほとんどが細片であった。これらの道物から古城

時代前期の竪穴住居跡と考えられる。
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)｝ｋⅧ（第Ｉ５１ｘＩ）

J1jfif区のほぼ中央に位慨する｡

'二淵

J1jfif区のほぼ中央に位iifiする。土戦の平而形態は、ほぼ怖'リ形を1,(する。規棋は曇IMI1.96ｍ、知１W'11,31ｍ、

深さは雌商で14cmを測る。蛙lmlIはほぼ耐北に向いている。土城内の埋土は灰褐色粘愛土で鉄分を多く含んで

いる。

土器が数点出土しているが、遺柵の性格は不明である。古城時代前期のものと考えられる。

２１ナヒ服（第１５脚）

，凋盃区のほ涯中央に位肘する。撹乱により西側が壊されているが、残った遺椎の状態から土城の平面形態

は、ほぼ桁円形を呈する。規襖は此iliIl'0.85ｍ、短軸0.42ｍ、深さは岐尚で25clnを測る。長軸はややilIiに伽き加

減で附北に向いている。

この土城から逆物は川土しておらず、辿惟の性格は不Iﾘlである。・Ilijl'〔時代前期のものと考えられる。

３その他の辿柵

その他の遺僻（難）（第l5IxI）

１１厩から出土している。服賊な出土地点は不明である。何らかの遺拙に伴って埋設された可能性もあるが

現状から判断出来なかった。古城時代のものと考えられる。
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第１８図Ⅲ区１１号竪穴住居跡実測区

⑬

1偲一灰禍色帖質土

２用即灰棚色粘闘士

?ＩＴ

節２節Ⅲ区の過Ｗ

ｌ哩穴住勝跡

I()）jI援穴倣居跡（第１７脳Ｉ）

洲作区の南mllに{,f冊する,、他ﾊI+の平価形熊は、南蕊側が撒乱により壊されており、澗任区の南側に位iiviする。ｉ剛I+の平而形態は、南東側が撹乱により壊されており、曲西側が調禿慨外にな

るため推定であるが、隅丸の方形か災方形を兇すると考えられる。他｝11;内のjIM土は賠紫褐色粘愛士であった。

雌‘贈できた規模は災軸‘1.30ｍ、畑紬３．３０ｍ、雌商は最高で８cI11を測る。（Iﾐﾉ‘I;からは桃穴を検出出来なかった。

この住居からは少),tの遺物が検出されている。これらの遺物から弥生時代後期の竪穴住居跡と考えられる

１１）｝竪穴{跡;跡（第１８１鋤

‘淵if区の東側に位|i'上する。縦ﾉI';のWii形態は、東側が調fIrlx外になるため推定であるが、隅丸の長〃形を

雛すると考えられる。碓偲できた脱棋は｣f''１'11.77ｍ、短軸1.63111、lllfII'Ｉｉは雌,断で２()qllを測る。住Al+|ﾉ1のjII1l：

は２ｌＷに分かれ、１Ｍが灰糊色粘災|:､２１ＷがIﾘj灰御色納虹二l:であった。↓1ﾐI(IiからllAilの椛穴が検出されており、

この住居跡に伴うものと聯えられるが、他ｊ１ｌ}の全体を険出していないため藤1；穴と判断は出来なかった。

この住居からは巡物は検川されていないが、住居形態からⅡ1,<の３り･嵯穴住崎跡と顛似しており、古城時

代前期の竪穴住居跡と考えられる。

１２妙曝穴化鵬跡（第１９脱|）

，iM11f区の南西側に位iiltする。化ノバの平lfIi形態は、南西側が鯛1Ｗ:外になるため推定であるが隅丸の｣を方形

を11』すると考えられる碓紹できた規槻は｣と柚４．８３ｍ、短軸1.6.1ｍ、唯商は雌商で８(、を測る。床耐から６

個の柱穴が検出されており、この住ﾉ跡に伴うものと考えられるが、位悩関係及び柱穴の形状から主柱穴と

判断は出来なかった。また、他ﾉ‘‘}の』|〔側には深さ３(:m程の柵円形の淡い伽り込みが澱められたが、この辿柵

の性格は不明である。

－３１－



◎。）

＜ ＜

ノ

［

○

幽
寅
区
外

＜

卿

、

〕

'、

○
Ｎ
訓
『
Ｊ
く

この住崎からは少jJtの辿物が検出されている。特記すべき辿物として、ガラス製の将:Ｋが出土している。

これらの遺物から、，｣j･戦時代liiI期の蝋穴ｲ･1;),'}跡と考えられる。

第１９図Ⅲ区１２二堅穴住居跡実測図

－３２－

２１:戦

３;）I:脳（第２０脚）

捌汽区の北西側に位股する。１号洲状辿棚を切っていることから、ｌが洲状遺柵が埋まった後に掘り込まれ

たと懸えられる。土城の平面形態は、ほぼIﾘ形を呈する。規膜は此ﾘﾙＩＩＬ６２ｍ、短軸1.56ｍ、深さは雌商で５９

cmを測る。長輔はやや東に傾き加減で南北に向いている。

川･上逝物は豊浦で蝿、小型丸底壷、小型の丸底鉢、ミニチュア土器等がほぼ完全な形で出土している。ま

た臼玉５個と滑石製杵韮、木蕊辱も出土している。遺構の性格は脆莱土城とも考えられるが、先形土器やミ

ニチュア土器の出土から｢''1らかの祭肥辿ＩｌＷとも替えられる。古蜘1Jf代前川のものと巻えられる。
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1爾一暗紫禍色土(炭化物と側褐色砂質土含む）
2層一暗茶褐色土(炭化物と規土がブロク秋に富まれる）

６号二塔

1層一茶禍色粘闘土
（炭化物少風と微褐色ブロンクを含む】

邸

－Ａ

”

百●

i･云I水性

ＡＬ三2-2Ｃ
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第２２図Ⅲ区６号･７号･８号土堀実測区
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（含遁勃）

2畷灰褐色粘質土

（含週宝）
3屑灰褐色粘貿土

（砂賀士がまじる１

8回土珊
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鯛萱区外

捌盃区の中央やや北側に位W.る。土壌の平面形態は､ぼぼ桁lﾘ形を呈する。規模は長軸２．４６ｍ,短軸1.39ｍ、

深さは最商で６３c川を測る。土城の断血は北側がやや伽斜がきつく、底のIlI央にやや11.1iまりが栂められI櫛側は

やや緩やかな傾斜を持つ。長靴はやや西に傾き加減で南北に向いている。

ｌＩＩＩ:遺物は蝋簡で弧、商杯、鉢、ミニチュア土器輔が冊土している。またこの土城からはｉ､鼠返し』と呼

ばれる小動物からの食群を防ぐ間床倉庫の辿築部材２点と二股木鋤、木'うが出土している。３Ｉｊ土城同様に単

なる廃棄土城と考えるより祭祁辿柵の可能性が商い。占境時代前期のものと考えられる。

５)j･Ｉ:城（輔２０Ixl）

洲盃区の中央やや南側に位世する。土城の平面形態は、ほぼ円形を呈する。規棋は長軸1.92ｍ、短軸１．８４ｍ、

深さは雌商で５７cmを測る。断面での確認から２段のlllIり込みが確認された。長IIillIはややＷに傾き加減でl櫛北

に向いている。埋土は６肘に分かれ、１肘は茶褐色紬磁土でしまりがあり、炭化物と土器片を含む。２〃1は黒

褐色粘蛮土でしまりがあり黄色粘土をブロック状に含む。ｌル,iとIIj様に炭化物と土器片を含む。３屑は黄褐色

粘斑土でやや砂質が炊く'炊らかい。４層は灰褐色粘笈I:で粘礎が非常に強く、しまりがある。炭化物と土器片

を含む。５ルiは暗灰褐色粘寅上でしまりがあり炭化物を多飲に含む。６ＩＷはi‘f灰色砂寅土で炭化物と土器片を

含む。遺拙ｉｌｉ(下の地111の形禅を受けている。

－３７－

－－Ｖー 一、(／

４））ｌ:職（第２ｉｌｘｌｊ

2ｍ

。

、

第２４図Ⅲ区２号掘立柱建物跡実測区
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この土壌からも艶や小型丸底壷辱の破片が少承出土していることから廃楽土砿と考えられる。古墳時代前

期のものと考えられる。

６トナヒ城（第２２ｌｘl）

鯛:ilf区の中央やや南側に位置する。土城の平面形態は、ほぼ梢円形を呈する。規模は長軸０．７２ｍ、短軸

0.64ｍ、深さはｊ|細で２６〔'Ⅱlを測る。災llilIlはほぼ東西に|『'｣いている。埋士は２１Ｗに分かれ、１州'iは暗紫柵色上

で炭化物含み、２畷は暗茶褐色土で炭化物と焼土ブロックを含む。

この土壊からは少最のｋ器がＩＨＩ:しているが、迫,|＃の性格は不lﾘ｣である。１１｢城時代前期のものと考えられるｃ

７器ｋｊＭｉ（第２２図）

調在区の南東側に位紙する。西側が調査Ⅸ外であるが、検出した遮椛の状態から」:縦の平面形態は、ほぼ

桁円形を呈する。規模は｣も''11110.98ｍ、短靴0‘８７ｍ、深さは雌商で３８cInを測る。焚軸はやや南に傾き加減で東

西に向いている。埋土は茶褐色粘筑土で黄褐色ブロックと炭化物を含む。

この土城からは少雌の土器が出土しているが、遺拙の性格は不Iﾘ｣である。，ｉｆ蝋時代前期のものと考えられる。
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３掘立柱迎物跡

１号捌立柱辿物跡（第２３脚）

調在区の中央に位慨する。約2.2ｍ(約7.3尺）の２１Ⅲ×2111jの方形掘立柱辿物跡である。建物の方向はほぼ

南北を向いている。柱間の寸法はＡ－ＡＰで2.2ｍ(約7.3尺)＋1.95ｍ(約6.5尺)、Ｂ－Ｂ･で2.27ｍ(約7.6尺）＋２．５５

ｍ(約8.5尺)、Ｃ－Ｃ‘で2.28ｍ(約7.6尺)＋1.95ｍ(約6.5尺)、Ｄ－Ｄで2.12ｍ(約7.1尺)＋2.25ｍ(約7.5尺)、

－４２－

８号土城（第２２図）

調在区の南西側に位置する。土峨の平面形態は、ほぼ円形を呈する。

Ｉ
⑲

第２８図Ⅳ区１３号竪穴住居跡過物出土状況実測図

調在区の南西側に位置する。土峨の平面形態は、ほぼ円形を呈する。規模は長軸1.85ｍ、短軸１．２７ｍ、深

さは堆高で46cmを測る。焚軸はやや西に傾き加減で南北に向いている。埋土は３１Ｗに分かれ、１層は灰茶褐

色粘買土で遺物を含む。２肘は灰褐色砂蛍土で遮物を含む。３１Ｗは灰褐色粘鷺土で１層に比べやや砂質が強い。

この肘からは遺物を含まない。

この土城からは蝋、小型丸底壷、鉢等が出土している。また、特紀すべき遺物として水柱と臼玉１個が出

土している。古斌時代前期のものと考えられる。
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第３０図Ⅳ区１４号竪穴住居跡遺物出土状況実測図

Ｅ－Ｅで2.3ｍ(約7.7尺)＋2.44ｍ(約8.1尺)、Ｆ－Ｆで2.1ｍ(約７尺)＋2.12ｍ(約7.1尺）を測る。柱列はほぼ直線

に並び歪みは少ない。

柱穴の直径は２４cm～４６cm、深さは１１cm～５３ｃｍとやや柵がある。柱穴９からは木柱と礎板が検出された。

柱穴５からは礎板が検出された。古墳時代前期の掘立柱建物跡と考えられる。

２号捌立柱巡物跡（第２４図）

調査区の中央に位砥する。１号掘立柱建物跡にほぼ平行に並んでいる。遺柵の西側は調盃区外のため全体

は検出出来なかった。検出出来た桁行は４．５ｍ(約１５尺)、梁行2.7ｍ(約９尺）の２間×11111の掘立住建物で

ある。建物の方向はほぼ南北を向いている。柱間の寸法は梁行Ａ一Ａ･で２．７ｍ(約９尺)、桁行Ｂ－Ｂで２．５ｍ

(約8.3尺)＋２．０ｍ(約6.7尺)を測る。柱列はほぼ直線に並び歪みは少ない。

柱穴の直径は３０．５cm～４３cm、深さは１８cm～５３cmとやや幅がある。柱穴４からは木柱が検出された。古城

時代前期の掘立柱述物跡と考えられる。

３号捌立柱辿物跡（第２５図）

調盃区の南側に位置する。遺柵の東側が撹乱により壊されているが、柱穴の賎存から間柱を持つ掘立柱建

物と考えられる、約４．１１ｍ(約１３．７尺）の２１Ⅲ×２間の方形掘立柱建物である。建物の方向は僅かに西に傾い

ているがほぼ南北を向いている。柱間の寸法はＡ戸A，で２．２ｍ（約７．３尺）＋１．９ｍ(約６．３尺)、B-B･で2.1ｍ(約

７尺）＋１．９ｍ(約６．３尺)、Ｃ－Ｃ･で２．２ｍ(約７．３尺）＋２ｍ(約６．７尺)、Ｄ－Ｄ，で２．０５ｍ(約６８尺)＋２１ｍ(約

７尺)を測る。柱列はほぼ直線に並んでいるが、東側の柱間が西側に比べやや短い事からやや寵みがある。



画
、
Ｑ
ノ

グ
ノ

弓
、L

ＣＩ
Ｉ

一

－４５－

一

１

１
１
１
１

１
１

Nｉ

Ｉ

１
１

１
１
１
１

０

第３１図１V区１４号竪穴住居跡実測図

?、

ヨ’

ＡＬ三旦二９０ － Ａ ！

、

,d９

/

／

くむ

ノ－Ｉ

Ｒ些旦_PC



のＯ

；幻 ｡

０

０
○

。
③
。

Oｏ ｑ

ｖ、

ｅへ ⑰

／Ｏ
－

ｇｄ９９ｃ

。｡

。
４

｡

.。。

'義：。

皇嘩
、
◎

④

●

８

ＯＰ
Ｑ ０

．０

●
Ｃ
ｏ
ｏ

。

８
･

ｐ

の

ｐ
へ

Ｇ'

つ

０

○

つ０／
や

４澗状迫柳

１１)澗状辿棚（節２６１鮒）

澗査区の北側に位侭する。東西方向に向けてやや北に孤を描くように走っている。賑而はやや平らになっ

ており、北から南へ緩やかな傾斜が付いている。確認出来た憂さは、11.28ｍでA-A､で柵1.47ｍ、深さ約20cm、

Ｂ－Ｂ'で柵1.57ｍ、深さ約１８cmを測る。３号土壌によって切られていることから、１号洲状遺柵が存在してい

た時期は、３号土脳より古いと考えられる。

この辿柵からは蝿、iWi杯、小型丸雌壷、小型丸底鉢等が多逓に出土しており、意図的に廃棄されたと考え

られる。埋土の状況が明確ではない為、水路か空堀かは判明していない。これらの辿物から古城時代前川の溝

状遺柵と考えられる。

第３２図Ⅳ区１５号竪穴住居跡遺物出土状況実測図

住穴の直従は１６cm～５９cm、深さは６口､～５０ｃｍと撹乱により壊されているリドを考幽してもやや柵がある。

柱穴３．４．５はこの影騨で元々掘り込まれたはずの形態は確認出来なかった。住穴１．３．５．６．７からは水柱

が検出された。住穴８からは伴献土器と考えられる小型丸睡壷が出土した。これらの辿物から、古城時代前期

の掘立桃巡物跡と考えられる。

－４６－
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調盃区の北西側に位Iifする。住居の平而形態は、やや歪な円形を呈する。規模は南北軸5,02ｍ，東西軸

4.9ｍ、壁高は般高で10cmを測る。住居からは６個の主柱穴を検出した。住居のやや南よりに炉と考えられる

長軸0.97m、短軸0.78m、深さ２４cmのやや逆台形状の掘り込みを確認した。

この遺櫛からは蝿、壷、石器等が出土した。これらの巡物から弥生時代前期の竪穴住居跡と考えられる。

１４号竪穴住居跡（第３０．３１図）

調査区の北側、１３号竪穴住居跡の南東側に位世する。住居の平面形態は、やや歪な円形を呈する。規模は

南北軸4.38m、東西軸4.55m、壁高は般高で22cmを測る。住居からは５個の主柱穴を検出した。住居のやや南

よりに炉と考えられる長軸0.95m、短軸0.94ｍ、深さ１３cmのやや逆台形状の掘り込みを確認した。

この遺柵からは喪等が出土した。これらの遺物から弥生時代前期の竪穴住居跡と考えられる。

１５．呼竪穴住居跡（第３２．３３図）

調査区のやや中央、１４号竪穴住居跡の南側に位皿する。住居の平而形態は、楠円形を呈する。規模は南北

軸4.29m、東西軸4.92ｍ、壁商は最商で１０cmを測る。住居からは５個の柱穴を検出した。この中で主柱穴と考

第３節Ⅳ区の遺柵

Ｉ竪穴住居跡

１３号竪穴住居跡（1号竪穴住居跡（第２８．２９図）

調査区の北西側に位Hfする。ｆ

－４８－
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第３６図Ⅳ区１７号竪穴住居跡辿物出士状況実測図

えられるものは４個である。住居のやや南よりに炉と考えられる長軸0.62ｍ，短軸0.43ｍ，深さ１６cmのやや逆

台形状の掘り込みを確認した。

この巡柵からは土器片等が出土した。これらの遺物から弥生時代前期の竪穴住居跡と考えられる。

１６号竪穴住居跡（第３４．３５図）

澗査区の北東側、１４号竪穴住居跡の南側に位ｉｎする。住勝の平而形態は、東側が調在区外になるため推定

であるが、やや盃な円形を呈すると考えられる。確認できた規模は南北軸2.42ｍ、東西軸4.46m、壁商は岐商

で１８cmを測る。埋土は暗紫褐色粘質土である。住居からは３個の柱穴を検出した。この中で主柱穴と考えら

れるものは２個である。住居の中央よりに炉と考えられる畏軸0.93ｍ、短軸0.68m、深さ９cmのやや逆台形状

の洩い掘り込みを確認した。

この巡柵からは土器片等が出土した。これらの辿物から弥生時代前期の竪穴住居跡と考えられる。
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１７号竪穴住居跡〈節３６．３７図）

澗盃区の東側、１６号竪穴住居跡の南側に位柾する。澗在区の東側、１６号竪穴住居跡の南側に位柾する。住居の平面形態は東側が鯛査区外になるため推定であ

るが、やや歪な円形を呈すると考えられる。確認できた規模は南北軸4.54ｍ、東西軸2.26m、壁高は鍛高で８ｃｍ

を測る。埋土は暗紫褐色粘硬土である。住居からは２個の主柱穴を検出した。この住居からは炉と考えられ

る遺栂は確認出来なかった。

この道柵からは土器片等が出土した。これらの遺物から弥生時代11i1期の竪穴住居跡と考えられる。

１８．呼竪穴住居跡（第３８．３９図〉

畑査区の北西、１３号竪穴住居跡の南西側に位慨する。住居の平面形態は西側が調壷区外になるため推定で

あるが、畳方形を呈すると考えられる。硫認できた規模は畏軸6.44ｍ、短軸4.02ｍ、壁商は最高で１３qnを測る。

住居からは４個の柱穴を検出した。この中で主柱穴と考えられるものは３個である。住居のほぼ中央に炉と考

えられる奨軸0.78ｍ、短軸0.70ｍ、深さ１０画のやや逆台形状の浅い掘り込みを確認した。
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この遺椛からは土器片等が出土した。これらの遺物から弥生時代後期の竪穴住居跡と考えられるｃ

Ｉ９浮哩穴住ﾉ‘'}跡（第４０．４１１叩

，凋在Iﾒﾆのやや中央に位ii'iし、１５妙竪穴住勝跡と隣接する。住ﾉﾙの平liIi形態は隅丸の長方形を塁する。規棋

は災軸5.08ｍ、短軸3.58ｍ、確尚は簸商で１０CI11を測る。椛鵬からは２冊の柱穴を検川した。炉との位悩関係

から主住穴と考えられるがやや浅いため断定は出来ない。化居のほぼ中央に炉と考えられる鎧軸0.61ｍ、短軸

0.53ｍ，深さ６cmのやや逆台形状の浅いⅢ11り込みを確総した。

この辿椛からは土器片等が出土した。これらの巡物から弥生時代後期の竪穴化屑跡と考えられる。

２０号1掻穴住Ａ１;跡〈節４２．４３脳I）

Ｉ淵盃惚の東側、１７１)竪穴住居跡の南側に航脱する。住糾の平iiIi形態は東ｲl1llが調在lえ外になるため推定であ

るが、方形を呈すると考えられる。確脇できた規棋は奨軸4.03ｍ、短軸3.12ｍ、唯商は雌商で１１ｃｍを測る。理

一 一～

ＰＩＴロ

第４１図Ⅳ区１９号竪穴住居跡実測図
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土は暗紫褐色粘焚土である。住居からは４個の主柱穴を検出した。住居の南側に炉と考えられる長軸0.57m、

短軸0.44ｍ、深さ２０cmのやや逆台形状の掘り込みを確認した。

この遺柵からは土器片等が出土した。これらの辿物から弥生時代後期の竪穴住居跡と考えられる。

２１号竪穴住居跡（第“図）

調在区の南東側、２０号竪穴住居跡の南側に位慨する。住居の平面形態は東側が調査区外になるため推定で

あるが、是方形を呈すると考えられる。確認出来た規模は長軸3.89ｍ、短軸2.81ｍ、壁高は般高で１７cmを測る。

埋土は暗紫褐色粘質土である。住居からは２個の柱穴を検出した。いずれも主柱穴とは断定出来なかった。住

居のほぼ中央に炉と考えられる長軸0.82m、短軸0.58m、深さ１５ｍのやや逆台形状の浅い掘り込みを砿認した。

この迫柵からは土器片等が出土した。これらの遺物から弥生時代後期の竪穴住居跡と考えられる。

２土脳

９号土脳（第４５図）

調在区の北側に位杜する。土城の平而形態は、西側が調査区外になるため推定であるが楕円形を呈すると

考えられる。規模は長軸1.00ｍ、短軸0.46ｍ、深さは最高で33cmを測る。長軸はやや東に傾き加減で南北に向

いている。

－５６－
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1層一画禍色粘質土（践分を多く含むｉ

２届一淡灰褐色±（灰色の砂琶客ブＩ

3屑一昭灰褐角圭

(灰色の砂貿をブロック状に

含む。遺物を伴う）

(炭化物を多く含む含む。

遺物を伴う）
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この辿１１Wからは艶、尚杯呼が出土している。脆莱-ｔ城と考えられ、弥ﾉ１２時代後期のものと考えられる。

１０叶上城（第４５閃）

洲ff区の北側に位脱する。土城の平面形態は、東側が柵抵区外になるため推定であるが楕円形を呈すると

考えられる。規模はj割IL32m、蜘刺10.87ｍ、深さは雌商でｌ６ｍｌを測る。」を軸はやや束に傾き加減で南北に向

いている。

この辿柵からは瓢、商杯聯が出Ｉ:している。辿物の川I:状況から廃莱上城と考えら,'し、これらの進物から

弥生時代前期のものと考えられる。

１１Ｗ:城（輔４５脳Ｉ）

調在区の北側に位Wfする。土砿の1z面形態は、撹乱により北側の一部を壊されているが、ほぼ円形を呈す

ると階えら』｜しる。規模は災I|:lil212m、短lljIl12.04ｍ、深さは岐高で２５cm】を測る。此1剛はＷに傾き加減で|棚北に

向いている。埋土は３層に分かれ、１層は黄褐色Ｗｉ磁土で鉄分が多い。２ﾉＷは淡灰褐色土で灰色の砂質ニヒをブ

ロック状に含む。３１Ｗは暗灰褐色上で炭化物を多く含み、辿物を伴う。

この遺描からは弧、高杯聯が川土している。巡物の出ｋ状況から廃梨冒'二城と考えられ、弥生Ilf代前川のも

のと:携えられる。

第４節Ｖ区の辿柵

Ｉ｜慨穴(lﾐﾉ叶跡

２２｝j･畷大化Ａｌ;跡（第４７ｌｘl）

洲在区の南側に位仙する。住ﾉの平面形態は、Ｉ棚側が‘1M在低外になるため推定であるが、災方形を蛙する

と考えられる。確認できた規模は是!＃'14.41ｍ、短軸２．１０ｍ、雌尚は雌商で２１cInを測る。住ﾉ‘I;からは２個のｷﾖ柱

、査区外

2ｍ§
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これらの遺物から弥

第５０図Ⅵ区２ ３号竪穴住居跡実測図

穴を検出した。

この辿職からは饗、

２ｌｘ城

１２･吟･上峨（鰯４８１ヌ

礎、打器等が出土した、これらの辿物から弥生時代前期の竪穴ｲ･1据跡と巻えられる，

12.場･上峨（鰯４８似I）

調稀曜の南側に位|ifする。土城の平面形態は、東側の一部が撹乱により壊されてい‘

ぼ円形を呈すると考えられる。規脱は長軸1.79ｍ、短軸1.69ｍ、深さは雌商で５cmを測

向いている。

この辿構からは土器片が川土している。進物の出土状況から脆泰土城と考えられる竃

生時代後期のものと考えられる。

１３）ｊ上職（第４８１叉I）

調盃区の南側に位liftする。土城の平面形態は、東側の一部が撹乱により壊されてい‘

粟側の一部が撹乱により壊されているため推定であるがほ

短軸1.69ｍ、深さは雌商で５cmを測る。災'剛はほぼ南北に
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第５１図Ⅵ区２４号堅穴住居跡実測図

2ｍ

ぽIIj形を呈すると考えられる。規模は焚軸1.68ｍ、短軸1.46m、深さは雌商で‘1.,を測る。災紬は西に傾いて

ほぼ南北に向いている。

この辿柵からは少iitの辿物が川土している。辿WWの残存状況が悪いため、この土壌の性格は不Iﾘ｣である。

これらの辿物から弥生時代前川のものと考えられる。

節５節Ⅵ区の辿棚

ｌ 照穴住卿跡

２３１》照穴Ⅱ掘跡（第５０回）

０柵充区の北西側に位置する。住肘の平而形態は、西側が捌従区外になるため、円形か桁ｌ１ｊ形かは断定出来

ない。確偲Ⅲ来た規模は南北lIilI15.04ｍ、東西軸1.12ｍ，壁i1.1iは雌商で６伽Iを測る。

この辿柵からは蝿等の土器片.がⅡI土した。これらの遺物から弥生時代前期の蝋穴住居跡と考えられる。

２４１)照穴化勝跡（第５１図）

JII従区のほぼ中央に位世する。住勝の平而形態は、椿円形を呈する。規模は南北軸5.26ｍ、東西軸3.86ｍを

測る。住居からは６個の柱穴を検川しているが、いずれも主縦穴とは断定出来なかった。１５号竪穴住鵬跡と

何棟の形態であることから弥生時代前期の竪穴佐居跡と考えられる。

－６５－
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第５２図Ⅵ区２５号竪穴住居跡過物出土状況実測図

調盃区のほぼ中央、２４号竪穴住届跡の南側に位腿する。住居の平面形態は、附円形を呈する。規棋は南北

軸5.90ｍ、東西軸5.07ｍを測る。住勝からは５側の住穴を検出しているが、いずれも主桃穴とは断定ilI来なか

った。

この辿仙からは、蝋、雑、石鹸、幡玉等が出土した。これらの出土辿物は、１３号蝿穴依居跡と顛似する形

態であることから弥生時代iii1期の照穴住居跡と考えられる。

２６号竪穴１１掘跡（節５４．５５図）

調査区のほぼ中央、２５号竪穴住厭跡の東側に位価する。住居の平而形態は、ほぼ円形を呈する。規模は南

北軸4.6m、東西軸4.34ｍ、砿商５ｕｎを測る。住居からは８個の柱穴を検川しているが、いずれも主桃穴とは

断定出来なかった。

一邑
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この逝柵からは完形の壷、蝿、石厳、紡錘車等が出土した。これらの出土逝物は、１３号竪穴住届跡と顛似

する形態であることから弥生時代liiI期の堅穴住居跡と考えられる。

２７珊照穴Ⅱ掘跡（第５６１剥）

潤炎区のほぼ中央、２６号竪穴依鵬跡の北側にある。住勝の平而形態は、隅丸の災方形を呈する。規模は災

軸5.58ｍ，短軸2.8ｍを測る。住肘からは７個の柱穴を検出しているが、いずれも主柱穴とは断定ilI来なかった。

この辿柵からは翌、壷、石城が111土した。これらの出土辿物は、１３号照穴住居跡と類似する形態であるこ

とから弥生時代後期の竪穴住肘跡とザえられる。

281》騒穴化届跡（第５７図）

調盃区の南東部に位置する。住勝の平而形態は、不定形を呈する。規模は及袖2.9ｍ、短軸2.36ｍ，鞭商５cｍ

第５３図Ⅵ区２５号竪穴住居跡実測図
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３その他の辿柵

1号土淵築III部（節５８１剛）

調査区の北西側に位慨する。土器が架中して出土していることから、土城の可能性はあるが、掘り込みは

２澗状遮柳

２号澗状過柵（節５９図）

調査区の北側に位慨する。北側から東に向かってＬ字状に走っている。確認できた憂さは約16.5ｍで、Ａ

-Ａ'で幅0.59ｍ、深さ１９cm、Ｂ－Ｂ'で柵0.67m、深さ２７cm、Ｃ－Ｃ､で偏0.68m、深さ１９cmlを測る。埋土の

状況が明剛ではない為、水路か空堀かは判明していない。

この巡柵からは土器片等が出土した。これらの出土遺物から弥生時代前期の澗状辿柵と考えられる。

。。｡｡●

i蓬一二雲二

－６８－

⑤

第５４図Ⅵ区２６号竪穴住居跡辿物出土状況実測図

／
の

を測る。住居からは３個の柱穴を検出した。住居からは７個の柱穴を検出しているが、いずれも主柱穴とは断

定出来なかった。

この遺櫛からは小型丸底蕊や木住等が出土した。これらの出土週物から弥生時代後期の竪穴住居跡と考え

られる。
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第５７図Ⅵ区２８号竪穴住居跡実測図

－７１－

捌飛|′<Eのやや南寄りの１１[i側に位慨する。｜:器が災中して''’１:していることから、‐k鵬の可能性はあるが、

掘り込みは確認出来なかった。弥生時代前期のものと考えられる。

水柱ｌ（第６０図）

水柱ｌは、長さ約１６fnl、怖約１４，，で噸1ｍと側而の一部にノミ状工具による訓雛が兄られる。側1ｍには樹皮

が磯る･

水仙２（第６０脳I）

木桃２は、長さ約２１cm、縮約l5clI1で底面と側面の一部にノミ状工具による調確が児られる°

水Ｈｉ３（第６０図）

木桃３は、長さ約２９cm、柵約１３cmで底|ｍにはノミ状工具による澗雛が兄られる。

確認川来なかった。弥生時代前期のものと考えられる。

２）；I:器堆''I部（第５８ｌｘl）

洲在|′<Eのやや南薪りの１１[i佃lに位髄する‘，上器が災中して111
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第５８図Ⅵ区１号･2号土器集中部実測図

1号土器集中部

２号士器壊中部

０５０ｃｍ
病一一一

木椛４（第６０図）

木桃４は、長さ縦木桃４は、長さ約２７cm、幅約１３cmで底而と側而の一部にノミ状工具による調整が見られる。側面にはほぞ

孔が２箇所と樹皮が一部残る。土器の破片も一緒に検出されている。
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第Ⅳ章調査の成果辿物
Ｉ 土器

ⅡⅨ111上遺物

【１号蝋穴住Ａｌ;跡出1:辿物】（第６１１剣）

Ｉは小型の蝿の頚部である。外面はハケ目捌協を縦方向に施している。内面は頚部の下で横方Ifりにへう削りを
施している。２は土器の取っ手と考えられる。手づくねでねじりながら弧状に成形している。３も２とlIil様の取っ
手と考えられる。手づくねでねじりながら弧状に成形している。

【２１)蝿穴住鵬跡I此Ｉ:辿物１（節６１脚）

４は小型の斑の頚部である。内外川ともに横ナデを施している。５は蝿の脚部である。内外耐ともにナデを施

している。６は問杯の脚部である。外面はハケロ捌稚を施している。内面は削りを施している。

【３１蝿穴住僻跡１Ｍ二遺物】（鋪６１脚）

７は翌の頚部である。外面はナデを施している。内面はへう削り剃雅後ナデ仕上げを施している。８は拠の底

部である。脚が欠批している。内外而ともにナデを施している。全体的に隈減が耕しぃ。９はi１．ｉ杯の脚部である。

内外而ともにナデを施している。全休的に摩滅が稗しぃ。

【4$)緊穴住届跡出I:遺物１（第６１脚）

ＩＣは器触不Iﾘjである。’'１部と考えられる。内外面ともにナデを施している。籾の疲跡が縄められる°

【61蝿穴住鵬跡出土辿物）（第６１１剣）

１１は小型の班の口縁である。内外mともにナデを施している。１２は艶の底部である。内外面ともにナデを施

している。

【81｝襲穴住勝跡出I:遺物】（鋪６２～６４閃）

１７は小型丸庇鉢である。内外面ともにナデを施している。外面に蕊脈換が認められることから、何らかの蕊

にくるまれた状態で焼成された可能性がある。１８は小型九底蝋である。内外而ともにナデを施している。１９は

やや版行するI邑I緑を持つ小型の壷である。内外miともにナデを施している。内而の頚部の下に指頭服疲が認め

られる。内面の'三l緑には下から上方向へのへうriIlりが認められる。２０は小型丸底蝋の胴部である。外而はナデ

を施している。内而の口緑付近はへう削り調雛後ナデを施しているが、胴部にはナデを施している。２１は小型

丸庇蝿である。内外面ともにナデを施している。全体的に隙減が著しい。２２は九庇を持つ戒である。内外而と

もにナデを施している。外而の一部にはハケ目,iM拙の痕跡が縄められる。全体的に隙減が杵しい・２３は蝿の口

縁である。内外面ともにナデを施しているｃ全体的に際滅が耕しい。２４は艶である。外面はハケ目捌誰を施し

ている。一部、ナデによりハケ目捌協の痕跡を洲している。内面は斜め下から上方lｲﾘﾍのへラ削り洲雛後ナデ

仕上げを施している。口織部はハケ臥淵鞭を施している。２５は蝿である。内外面ともにナデを施している。内

而では粘土紐を箔枇み成形した痕跡が縄められる。２６は艶である。外miはナデを施している。内面はへう状工

具による強い抑圧の調誰を施している。その後、ナデ仕上げを施している。２７はやや尖り気味の丸底を持つ喪

である。外面はハケ目調雅を施している。内而はへう削りを施している。２８は２７に比べてやや胴部に丸みを持

つ蝿である。外面はハケ間調縦後ナデを施している。内面は削り後ナデを施している。全体的に摩滅が軒しい。

29は'二I緑がやや立ち気味に｛I|Iびる鈍である。外面は斜め方Ｉｉ１のハケ|]'洲磯を施している。ＩﾉjiiIiは斜め下から上

方Iｲﾘﾍのへラ削りを施している。’二I緑部に横方向のハケ胤鯛報を施している。内面には粘土紐を輪械み成形し

た換跡が認められる。３０は商杯の杯部である。隙減が著しく、器而の綱協の確Ｉ惚が困薙であるが、ナデを施し

ている。３１はi1.1i杯の杯部である。３０とliﾘ様、畷滅が蕃しい。ナデを施している。３２は商杯の杯部である。外面

はハケ目網整後ナデを施している。内面はナデを施している。３３は尚杯の脚部である。外面はナデを施している。

内而はへう削り捌維後ナデを施している。３４は尚杯の脚部である。内外Ⅲiともにナデを施している。内面に絞

り痕あり。３５は商杯の脚部である。内外而ともにナデを施している。３６は商杯の脚部である。内外面ともにナ

デを施している。内面に絞り痕あり。

－７９－
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第６８図Ⅲ区４号･５号･６号土珊出十強物実測図

【９))l卿‘〈化Ａ１;跡ilIl:遺物】（輔６１ｌｘl）

’

１０cｍ

１３は小蝋丸喚蝿の胴部であるＣｌﾉ1外iIIiともにナデを施している。Ｉ‘lは認の11緑である。内外面ともにナデを

施している。内耐に指頭圧疲が認められる。１５は遡の口隷である。内外面ともに粗いハケ1-1,洲篭を施している。

１６は商杯の杯部である。内外面ともに検ナデを施している。

【ｌＩｊｌ:jMi川上辿物】（第６４ｌｘI）

３７は小狼丸底鉢である。’1紬がやや外反する｡ｌﾉﾘ外而ともにナデを施している。

【ⅡⅨ出ｋ辿物】（第６《1脚）

３８は鉢である。1-1縁がやや外反する。内外１ｍともにナデを施している。３９はやや外反気味に直立する、縁を

持つ髄である。Ｍ１部に外側からの芽･fLが綴められる。外面はハケ1-1調雛を施している。内而の底部ｲ､i近はへう

削りを施している。胴＃|;のｌＩ１ほどからは下から上にlijけてハケ１１鯛盤を施している。４()は小附l』の鉢のＬＩ紬と考

えられる”外面はナデを施している。内面はへう削り調整後ナデを施している。

一lER7-
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４１は免田式土器の胴部である。外面は丁寧に膳き上げている。平行沈線文と砿弧文を施している。内面はナ

デを施している。一部、指頭圧疫が認められる。４２は免田式土器の胴部である。外面は丁寧に磨き上げている。

平行沈線文と亜弧文を施している。内面はハケ目鯛整とナデを施している。４３は免川式土器の胴部である。外

而は丁寧に膳き上げている。平行沈線文と亜弧文を施している。内而はナデを施している。４４は免田式土器の

胴部である。外面は丁寧に磨き上げている。ハケ目による調雛が一部認められる。平行沈線文と亜弧文を施し

ている。内面はナデを施している。４５は口梼がやや外反する喪である。外面は板状工典によるナデを施している。

内面は胴部の中ほどはナデを施している。口縁付近ではハケ目による調整後ナデを施している。４６は艶である。

、~

Ⅲ区出土辿物

【１０号蝿穴0蛎跡出土辿物】（第６５．６６腺|）

４１は免田式土器の胴部である。外面は丁寧に膳き上げている。平行沈線文と砿弧文を施している。

１０cｍ０

第７０図Ⅲ区８号±畷出土遇物実測図
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外面はハケ目調整後ナデを施している。内面はハケ目調縦後ナデを施している。一部、櫛状工具による独い押

圧痕が認められる。４７は口唇がやや外反する蝿である。内外面ともにハケ目調整を施している。４８は台付認の

脚部である。内外面ともにハケ目調縦を施している。内面の底部付近には指頭圧痕が認められる。４９は商杯の

杯部である。外面はナデを施している。内而はハケ目調拙を施している。５０は商杯の脚部である。内外面とも

にハケ目調整を施している。脚の中ほどに丸い透かし孔を３つ施している。

【１２蹄竪穴住勝跡出土辿物】〈第６６図）

５１は高杯の杯部である。内外面ともに横ナデを施している。

【3号土峨出土迫物】（節６６図）

52は壷を模したﾐﾆﾁｭｱ土器である。内外而ともにﾊｹ目捌確後ナデを施している。服部には指頭圧獲も

認められる。５３は口唇がやや外反する丸底の鉢である。内外面ともに目の細いハケ目調雛を施している。５４

1１９

第７５図Ⅲ区出土遺物実測図
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は小型丸雌壷である。内外而ともにナデを施している。頚部には指蚊圧痕も認められる。一部には爪跡が残る

内而に工具疲がみられる。５５は小型丸雌蝋である。外miはナデを施している。頚部には工具による押川調整も

認められる。内而はへう削り調整後ナデを施している。５６は蝿である。外面はハケ目調維後ナデを施している。

内面は斜め下から上方向へのへう削り調披後、強いナデを施している。５７は艶である。外面はハケ目鯛整後ナ

デを施している。内面は斜め下から上方向へのへう削り鯛整後ナデを施している。口縁はハケ目澗整を施して

いる。５８は商杯である。内外iiiともにハケ目調雅後ナデを施している。脚部内面はへう削り調雛を施している。

【４号上服出土辿物】（第６７．６８１鋤

５９は鉢を模したミニチュア土器と考えられる。外面はナデを施している。内而はへう削り洲薙後ナデを施

している。指蚊圧痕もi温められる。６０は丸底を持つ鉢である。内外面ともに粗いハケ目捌整後ナデを施してい

る。６１は丸雌を持つ鉢である。外面はハケ目調機を施している。内面はナデを施している。６２は鉢である。内

外面ともにハケ目調搬を施している。底部内面付近ではへラ削り後ナデの疲跡が総められる。６３は口織部を欠

仙している小型丸底識である。外面はハケ目調整後ナデを施している。内而はナデを施している。底部付近に

は指頭ll;媒が認められる。６４は小型丸底蝋である。外面はハケ目調雛を施している。内而はハケ目調拙後ナデ

を施している。底部付近には指頭圧痕が縄められる。６５は口織部が成立気味に立ち上がる小型の喪である。外

而はハケ目調雛を施している。内而はへう削り調整後ナデを施している。６６は口緑部を欠掘している小型の台

付鉢である。外面はハケ目洲整を施している。内面は底部から胸部Ili程までへラ削り調雛後ナデを施している。

胴部の上付近ではハケ目調整が認められる。６７は丸底を持つ艶である。外面はハケ目調雅を施している。内面

はハケ目調整とへラ削り調雛後ナデを施している。頚部付近には指頭圧疲が認められる。２８と同じ形態である。

68は認である。器壁に焼成時に付端したと考えられる木葉の撫斑が強されている。外面はハケロ調整後丁寧な

ナデを施している。内而は底部付近から胴部中概にかけて下から上方向にへう削りを施している。胴部中程は

:縦方向のへラ削りを施している。６９は高杯である。内外面ともにハケ目調拙とナデを施している。脚部内面は

へう削り後ナデを施している。全体的に隊滅が軒しい・

【５斗土峨出土辿物】（第６８１割）

７１は小型丸庇壷である。外面はへう状工具により強いナデを施している。胴部内而は下方向へのへう削り調

狼後ナデを施している。口織部は横方向のハケロ鯛整を施している。７２は艶である。外面はハケ目調雛後ナデ

を施している。内面は下から上方Iｲﾘﾍのへラ削り洲整後ナデを施している。口縁部には横方向のハケ目捌整と

指頭圧換が認められる。７３は二亜口縁を持つ壷の口縁である。内外面ともに横ナデを施している。

【６号土塊出土辿物】（第６８図）

７０はiWj杯の杯部である。内外面ともにナデを施している。

{8号土脳出土辿物】（第６９～７１図）

７４は底部を強すのみであるが、壷を模したと考えられるミニチュア土器である。手づくねで内外面ともにナ

デ仕上げを施している。７５は平底の鉢である。外面はハケ目訓艦とナデを施している。内面はへう削り潤整後

ナデを施している。底部内面には折頭圧疲が認められる。７６は丸底を持つ鉢である。焼成前に雌に孔を穿って

いる為、孔がやや小さいものの甑とすべきであろうか。外面はハケ目調整を施している。内面は斜め下から上

方向へのへう削り調推後ナデ､一部ﾊｹ目捌整を施している｡７７は小型丸唾班である｡内外面ともにナデを施

している。７８は小型丸底壷である。内外、iともにナデを施している。口緑部は横ナデを施している。７９は小

型丸底蝿である。外面は丁寧なナデを施している。頚部付近にはハケロ調雛の痕跡が認められる。内miは下か

ら上方向へのへう削り捌整後ナデによる仕上げを施している。指頭脹痕が認められる。８０は小型丸底亜である。

内外面ともにナデを施している。やや胴部の張りと口織部の外反が弱い。全体的に隙滅が群しい。８１は小型丸

底蝋である。内外面ともにナデを施している。また内面に指頭脹痕が縄められる･８２は小型丸底蝿である。外

－９５－



面はハケ目鯛整後ナデを施している。胴部内面は底部から中程にかけてへラ削り澗整後ナデ仕上げを施している。

口織部はハケ目綱整後ナデ仕上げを施している。一部、指頭圧痕が認められる。８３は小型丸腹壷である。外而は

ハケ目調整後ナデを施している。胴部内面はへう削り調整後ナデ仕上げを施している。口織部はハケ目調整を施

している。８４は遡である。外面はナデ澗整を施している。内面は底部から頚部にかけてへラ削り澗雛後ナデを施

している。煤が付萌している。８５は台付鉢の脚部と考えられる。内外面ともにナデを施している。８６は斑である。

内外面ともにナデを施している。全体的に摩滅が著しい。煤が付潰している。８７は認である。内外面ともにナデ

を施している。８８は艶である。外面はハケ目鯛整を施している。内面は斜め下から上方向へのへう削りとハケ目

調整を施している。粘土紐の翰敬みがみられる。胴部内面には指頭圧痕が腿められる。８９は艶である。外面はハ

ケ目鯛整を施している。内而は斜め下から上方向へのへう削りとハケ目調雛を施している。９０は直立気味の口織

を持つ翌である。内外面ともにハケ目調整を施している。頚部内面は下から上方向へのへう削り調整を施している。

９１は翌の胴部である。外面はハケ目調整を施している。内面は斜め下から上方向へのへう削りとハケ目鯛整を施

している。９２は喪の底部である。胴下部に外側からの穿孔が認められる。外面はハケ目測雛を施している。内面

は斜め下から上方向へのへう削り調整を施している。９３は高杯の脚部である。外面はナデを施している。成形時

の絞りの指痕が認められる。内面に絞り痕あり。９４は高杯である。外面はハケ目調整を施している。内面は不定

方向のへラ削りを施している。

【1号洲出土遺物】（節７２～７４図）

９５は壷を模したミニチュア土器である。手づくねで内外面ともにナデにより仕上げている。内面には顕著な指

頭圧痕が認められる。９６は口織がやや外反する鉢である。外面はハケ目調整を施している。内面はナデを施して

いる。全体的に摩滅が著しい。９７は鉢である。外面はハケ目調整を施している。内而はナデを施している。９８は

やや大ぶりの鉢である。外而はハケ目測盤を施している。内面はへう削り卿整後ナデを施している。９９はやや深

めの鉢である。外面はハケ目調整を施している。内面はへう削り調整後ナデを施している。１００は小型丸底斑で

ある。内外面ともにハケ目測整後丁寧なナデを施している。１０１は小型丸底壷である。内外面ともにハケ目調整

後丁寧なナデを施している。１０２は小型丸底壷である。外面はハケ目調整を施している。内面は不定方向のへラ

削り調整を施している。口織付近は検方向のハケ目調整後ナデを施している。全体的に摩滅が著しい。１０３は喪

である。外面はハケ目調雛を施している。内面は下から上方向へのへう削りとハケ目潤整を施している。１０４は

翌である。内外面ともにハケ目鯛整を施している。全体的に摩滅が著しい。１０５は誕である。外面はハケ目調整

を施している。内面は下から上方向へのへう削り調整後ナデを施している。106は翌である。外而はハケ目調整

を施している。内面は下から上方向へのへう削り調整後ナデを施している。粘土紐の輪穣みがみられる。全体的

に摩滅が著しい。１０７は壷である。口緑の中ほどに二璽口縁を模した貼付突帯を廻らしている。底部はやや尖り

気味の丸底である。外面はハケ目調整を施している．内面は底部から頚部にかけてへラ削り澗整後ナデを施して

いる。108は遡の胴部である。外面に櫛描流水文を施している。内外面ともにハケ目調諮を施している。１０９は壷

の胴部である。外面に櫛描流水文を施している。内外面ともにハケ目調雛を施している。１１０は商杯である。外

面はハケ目調整を施している。脚部内面はへう削り調整を施している。１１１は高杯である。外面はハケ目とへラ

削り澗盤を施している。内面はハケ目澗整を施している。脚部内面はへう削り澗整を施している。全体的に厭滅

が薪しい・

【ⅢIX出土過物】（第７５脚）

１１２は免田式土器の胴部である。外面はミガキ調整後、平行沈線文と皿弧文を施している。内面はハケ目洲整

を施している。113は免田式土器の胴部である。外面は皿弧文を施している。内而はナデを施している。114は免

田式土器の胴部である。外而は平行沈線文と皿弧文を施している。内面はナデを施している。１１５は免田式土器

の胴部である。外面はミガキ調盤後、平行沈線文と重弧文を施している。内面は一部にハケ目調整が認められる。

－９６－
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全体をナデにより仕上げている。116は小型丸底壷の胴部である。外面には棒状工共による強い圧痕が顎薪である。

内而はナデを施している。粘土紐を輪菰み成形した疲跡が認められる。117は蕊の口縁である。外面はナデを施

している。内面はハケ目鯛整を施している。118は喪の口縁である。内外而ともにハケ目調整を施している。１１９

は蝿である。外面はハケ目調整を施している。頚部には指頭圧疲が認められる。内而はハケ目とへラ削り調雅を

施している。120はやや世立気味の口縁を持つ艶である。外而はハケ目訓雛を施している。内而はへう削り洲雛

を施している。

Ⅳ区出土遺物

【13号竪穴住屑跡出土週物】（第７６図）

１２１は饗を模したミニチュア土器の底部である。内外而ともにナデを施している。122は蝿である。口縁端部外

而と胴上部にそれぞれ１条の刻み目突帯を持つ。底部には焼成後に穿かれた孔が認められる。内外面ともにナデ

を施している。123は蝿の底部である。底部には焼成後に穿かれた孔が認められる。内外而ともにナデを施して

いる。124は胴部に２条の沈線を持つ壷である。口縁先端部を欠拙している。外面は暇滅により調整の判別は出

来ない。内而はナデを施している。

【14号竪穴住鵬跡出土辿物】〈第７６．７７図）

125は喪の口織である。口縁端部外面と胴部にそれぞれ２条の刻み目突帯を持つ。内外面ともにナデを施してい

る。126は認である。口縁端部外而に１条の刻み目突帯を持つ。内外面ともにナデを施している。内面に指頭圧換

も認められる。127は甥の底部である。内外而ともにナデを施している。全体的に厭滅が著しい。128は翌の底部

である。底部には焼成後に穿かれた孔が認められる。外面Iまへラ削り調雛後ナデを施している。内面はナデを施

している。全体的に臓滅が著しい。129は遡の底部である。内外而ともにナデを施している。外面には強い指頭

圧疲も認められる。全体的に摩滅が著しい。130は翌である。口緑端部外面と胴上部にそれぞれ１条の刻み目突

帯を持つ。122に比べやや胴部に弧りがある。内外面ともにナデを施している。１３１は壷の胴部である。平行沈線

文と貝殻によるⅢ弧文を施している。内而はナデを施している。

【１５呼竪穴住鵬跡出土辿物】（第７７図）

132は蕊の口織である。口縁端部外面と胴上部にそれぞれ１条の刻み目突帯を持つ。内外而ともにナデを施し

ている。

【16号竪穴住届跡出土辿物】（第７７図）

133は小型丸底鉢である。内外面ともにハケ目調整後ナデを施している。134は蕊の底部である。内外面ともに

ナデを施している。135は艶の底部である。外而はヘラガリり調雛後ナデを施している。内而はナデを施している。

【17･賠竪穴住屈跡出土辿物】〈第７７図）

136は壷の口縁である。内外面ともにナデを施している。137は器棚不明の頚部である。内外而ともにナデを施

している。138は器棚不明の口縁である。内外面ともにナデを施している。

【20珊竪穴住脇跡出土週物】（第７７図）

139は杯型土器である。台を持つ鉢の一棚と考えられる。内外而ともにナデを施している。140は喪の底部であ

る。内外面ともにナデを施している。

【２１．１》騒穴住鵬跡Ⅲ土辿物】（節７８図）

１４１は台付遜の脚部である。外面はハケ目捌篭を施している。内而はナデを施している。脚部内面はハケ目調

整を施している。142は商杯の杯部である。内外面ともにナデを施している。

【9珊土城出土迫物】（節７８図）

Ｍ３は翌の口縁である。器壁の外面に煤が付蒲している。内外而ともにハケ目調雛を施している。144は台付郵

－１０１－



､

の脚部である。内外而ともにハケ目測雛後ナデを施している。内而に指頭圧疲が認められる。脚部内面はハケ目

潤雛を施している。145は壷の底部である。内外面ともにハケ目鯛雛を施している。146は商杯の脚部である。外

面はハケ目調整後ナデを施している。脚部内面はハケ目潤碓後に折馴による強いナデを施している。

【１０畦I:戦出土遺物】（第７８図）

147は翌の口縁である。口縁端部外而と胴上部にそれぞれ１条の刻み目突滞を持つ。Ｉﾉ1外而ともにナデを施し

ている。

【１１号土脳出土辿物】（第７８．７９回）

148は蝿の口縁である。口緑端部外面と胴上部にそれぞれ１条の刻み目突滞を持つ。内外而ともにナデを施し

ている。149は饗である。口緑端部外而と胴上部にそれぞれ１条の刻み目突幣を持つ。内外面ともにナデを施し

ている。150は遜の口縁である。口織端部外而に１条の刻み目突捗を持つ。内外而ともにナデを施している。１５１

は艶の口縁である。口縁端部外面と胴上部にそれぞれ1条の刻み目突稚を持つ。内外而ともにナデを施している。

152は艶である。口緑端部外而と胴上部にそれぞれ１条の刻み目突補を持つ。内外而ともにナデを施している。

153は艶の底部である。外而はハケ目渦狼後ナデを施している。内而はヘラルリり調整後ナデを施している。154は

翌の底部である。内外面ともにへう削り調整後ナデを施している。底部に指頭圧痕が認められる。

【Ⅳ区111土遺物】（第７９図）

155は口縁のみで器棚は不明である。外而に平行沈線文を施している。内外面ともにナデを施じている。１５６

第８０図Ｖ区出土遺物実測図
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Ｌ

は喪の口縁である。口縁端部外面と胴上部にそれぞれ１条の刻み目突帯を持つ。内外面ともにナデを施している。

157は免田式土器の胴部である。外面は平行沈線文と皿弧文を施している。内面はハケ目調整を施している。158

は鋤の底部である。底部には焼成後に穿かれた孔が認められる。内外而ともにナデを施している。159は認等の

蓋である。内外面ともにナデを施している。一部に指頭圧痕が認められる。全体的に摩滅が著しい。160は壷で

ある。外面は丁寧なミガキが認められる。全体的に摩滅が著しく、調整の判別が付きにくい。

、

、蕊議蕊

，鋳：
ＧＱ

Ｌ
，町

、､
1９３

1９１

Ｖ区出土辿物

【１３号土戦出土遺物】（第８０図）

162は喪の頚部である。刻み目突帯を持つ。外面は粗いハケ目調整後ナデを施している。内面は粗いハケ目調

整を施している。

【ＶⅨ出-12遺物】（節８０図）

１６１は鉢である。外面はナデを施している。内面はへう削り調整後ナデを施しており、指頭圧疲が認められる。

163は翌である。口織端部外而に１条の刻み目突帯と胴上部に１条の突帯を持つ。内外面ともにナデを施してい

る。164は蝿を模したミニチュア土器の底部である。外而はナデを施している。内面はへう削り調整後ナデを施

している。165は翌の底部である。内外面ともにナデを施している。全体的に摩滅が著しい。166は喪の底部であ

る。内外面ともにナデを施している。全体的に摩滅が著しい。

1９７

１９５１９６

第８４図Ⅵ区出土遺物実測図
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ⅥⅨ出土遺物

【２３$)曜穴住勝跡出土過物】（第８１脚）

１６７は蝿である。口縁端部外面とM'１上部にそれぞれ１条の刻み目突裕を持つ。内外面ともにナデを施している。

一部、指頭圧痕が縄められる。168は翌の底部である。内外面ともにナデを施している。底部内面に指頭圧痕が

認められる。

【２５珊竪穴住居跡川上遺物】（輔８２１剣）

178は壷である。胴部上面に２本の沈線を施している。内外面ともに丁寧な磨きを施している。179は艶等の

蓋である。内外面ともにナデを施している。

【２６珊竪穴住居跡出士道物】（第８１．８２１剣）

169は平底の鉢である。胴部の中ほどに粘土紐の輪枇みの痕跡がみられる。内外面ともにナデを施している。

外而に焼成時に出来た黒斑が認められる。170は艶である。口縁端部外面と胴上部にそれぞれ１条の刻み目突

帯を持つ。内外面ともにナデを施している。内面には一部、下から上方向の削り洲磯が認められる。１７１は喪で

ある。口縁端部外而と胴上部にそれぞれ１条の刻み目突帯を持つ。内外面ともにナデを施している。底部外面に

指頭圧痕を認められる。172は艶の底部である。内面に赤色顔料が認められる。内外面ともにナデを施している。

173は艶の底部である。底部には焼成後に穿かれた孔が侭められる。内外面ともにナデを施している。174は艶

の庇部である。底部には焼成後に穿かれた孔が認められる。内外面ともにナデを施している。175は平底の壷で

ある。外面はナデを施している。内而はへう削り調雛後ナデを施している。底部外面には指頭圧痕が縄められる。

176は壷である。庇部成形時の貼り付けの痕跡が認められる。内外面ともにナデを施している。１７７は蝿である。

胴部外面に２本の沈線を施している。内外面ともにナデを施している。全体的に摩滅が著しい。

【271)竪穴住居跡出土辿物】（節８３脚）

180は喪の底部である。底部には焼成後に穿かれた孔が認められる。外面はナデを施している。内面はへう削

り‘淵整後ナデを施している。底部外面に指頭圧痕が脇められる。１８１は台付喪の脚部である。内外面ともにナデ

を施している。182は台付蕊の脚部である。外面はナデを施している。内面はハケ目i凋確を施している。183は

やや外反気味の口緑を持つ壷の口緑である。内外而ともにハケ目調磯を施している。184は翌の底部である。外

面はナデを施している。内面はハケ目‘淵整を施している。

【281》堅穴住居跡{Ｍ二遺物】（第８３脚）

185は小型丸底砿である。内外面ともにハケ目洲雅を施している。全体的に摩滅が杵しい･

【１１)土器染中部出l:過物】（第８３脚）

186は翌の口縁である。口縁端部外、と胴上部にそれぞれ１条の刻み目突帯を持つ。内外面ともにナデを施し

ている。

【２１)I:器築中部出土過物】（第８３脚）

187は喪の口緑である。口縁端部外而と胴上部にそれぞれ１条の刻み目突帯を持つ。内外面ともにナデを施

している。188は喪の底部である。内外面ともにナデを施している。

【ⅥⅨ出土遺物】（節８４図）

189は鍵である。口縁端部外面と胴上部にそれぞれ１条の刻み目突柵を持つ。内外miともにナデを施してい

る。底部外面に指頭圧浪が認められる。190は杯型土器である。内外ⅢともにハケＨ澗盤を施している。１９１は

壷の頚部である。屈曲部に刺突列点文と沈線を施し、その上下にはハケ目調整を施している。内面はハケ目調

龍、指頭圧痕も認められる。192は蝋の胴部である。平行沈線文と櫛描流水文を施している。内面はハケ目調整

後ナデを施している。193は壷の胴部である。平行沈線文と櫛描波状文を施している。内面はナデを施している。

194は壷の肩部である。平行沈線文と貝殻による菰弧文を施している。内面はナデを施している。195～197は

免川式土器の胴部である。外面はミガキ調整後平行沈線文と重弧文を施している。内ｉｍはナデを施している。

－１０７－
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２ 石淵

【布蹴】（節８５．８６１劃）

ｌは安山岩製のやや浅い挟りを持つ平基無茎雌である。２は鼎剛石製の挟りを持たない平基無茎嫉である。

３はチャート製の挟りを持たない平基無茎嫉と考えられる。石餓としてはやや大ぶりであることから尖頭状石

器に比する叩も考えられる。４は黒珊石製のやや浅い挟りを持つ平基無茎識である。５は宏山滑製のやや浅い

挟りを持つ平韮無茎嫉である。６は安山岩製のやや洩い挟りを持つ凹基無茎倣である。襲側には､剥離面を磯す。

７は安山岩製の挟りを持つ凹基無茎嫉である。８は安山岩製の挟りを持つ凹基無茎職である。襲側には、剥離

而を強す。９は黙IMI石製の挟りを持つ凹基無茎嫉である。１０は安山岩製の挟りを持つ凹韮無茎識である。１１

は安山岩製の挟りを持つ凹基無茎雌である。１２はチャート製の挟りを持つ凹基無茎識である。１３は安山岩製

の挟りを持つ凹蕪無茎嫉である。１４は安山岩製の挟りを持つ凹韮無茎餓である。１５は安山岩製の決りを持つ

凹韮無茎雌である。１６は安山岩製の挟りを持つ凹基無茎簸である。１７は安山岩製の挟りを持つ凹基無茎厳で

ある。１８は安山岩製の決りを持つ厚みのある凹基無茎懲である。１９は安山岩製の決りを持つ凹基無茎嫉であ

る。２０は安山岩製の挟りを持つ凹基無茎簸である。緑辺の形状がやや膨らむ。２１はチャート製のＶ字状の挟

りを持つ凹基無茎蛾である。縁辺の形状がやや膨らむ｡２２は安山岩製のＶ字状の挟りを持つ凹基無茎識である。

縁辺の形状が織辺中央部で内湾する。２３は安山岩製の扶りを持つ片足の凹基無茎織である。縁辺の形状がや

や膨らむ。２４は柳莱の形をした安山岩製の凸基有茎慾である。4,17,20,22がⅣ区１３号竪穴住居跡より出土。

１０，１３がⅥ区25号竪穴住居跡より出土。２，７，１１，１４，２１がⅥ区26号竪穴住居跡より出土。９がⅥ区２７

号竪穴住居跡より出土。１８がⅣ区１１号土城より出土。１２がⅢ区より出土。５，６，８，１６，１９，２４がⅣ区よ

り出土。１，３，１５，２３がⅥ区より出土。

【凋錐】（節８６図）

２５は安山岩製の断而三角形の単刃の石錐である。Ⅵ区26号竪穴住居跡より出土。

【スクレイパー，二次加工剥片】（節８６図）

２６は横艮剥片の曇側片に両面加工を施すチャート製のスクレイパーである。２７は横長剥片の長側片に両而

加工を施すつまみを持つ安山矯製のスクレイパーである。２８は下片に片面加工を施すつまみを持つ安山岩製

のスクレイパーである。全周に二次加工が見られる。２９はチャート製の二次加工剥片である。２６，２７，２９

がⅣ区１３号竪穴住居跡より出土。２８がⅣ区より出土。

【石斧】（第８７．８８回）

３０は結品片岩製の刷平打製石斧である。韮部が欠批した後再加工して使用している。３１は基部に扶りが入

っているﾘから頁岩製の打製石免か石剣の再加工品と考えられる。刃部欠損後に二次再加工している。３２は

玄武器製の畷製石斧である。欠損後は打剥と研磨により再生加工をしている。３３は玄武岩製の膳製石斧である。

３４は玄武岩製の磨製石斧である。刃部が節理面により欠損後、再加工により刃部を形成している。３５は頁器

製の刷平片刃暇製石斧である。節理而により欠批後、再加工している。３６は頁岩製の柱状片刃の曙製石斧で

ある。２６がⅥ区２６．９．竪穴住居跡より出土。３１，３２，３３がⅣ区より出土。３０，３４，３６がVI区より出土。

【砥石】（節８９図）

３７～４０は粘板器製の砥石である。４０は粘板岩製の手持ち砥石である。一部に破打状加工が秘められる。両

而、側而ともに研勝している。３７がⅢ区１０号竪穴住居跡より出土。３８がⅣ区１３号竪穴催居跡より出土。３９

がⅣ区１１号土城より出土。４０がⅥ区26号竪穴住居跡より出土。

【凹荷】（節９０図）

４１は安山岩製の凹石である。両面に凹みが認められる。石器の側而には厳打痕が認められる。Ⅳ区より出土。

－１１７－



【俄石】（第９０脚）

４２は砂岩製の破石である。４３は砂淵製の岐石である。両端部と一側辺に顕耕な岐打痕が認められる。とも

にⅥ区より出土。

【附祈】（節９０～９２図）

４４は砂瑞製の膳石である。１/３ほど独存している。４５は砂器製の岬澗である。側面の一部に肢打疲が認め

られる。４６は砂淵製の鵬禰である。両平而及び側面に顕著な敵打疲が腿められる。４７は頁岩製の勝石である。

1/２ほど磯存している。４８は砂瑞製の暇石である。側面の一部に敵打艇が認められる。４９は砂淵製の膳石で

ある。１/２ほど強存している。側而の一部に破打痕が認められる。５０は砂瑞製の膳石である。両平面及び側而

に顕著な敵打疲が認められる。５１は砂岩製の磨石である。両平面及び側而に顕滞な破打痕が腿められる°５２

は凝灰岩製の膳石である。両平而及び側而に顕若な蔽打痕が認められる。５３は砂岩製の膳石である。２/３ほ

ど磯存している。平面及び側而に顕薪な破打痕が認められる。５４は砂淵製の聯石である。側而に顕著な舷打

疫が縄められる。５５は凝灰淵製の麻朽である。側而に研磨痕が認められる。５６は砂器製の膳石である。側面

に研暇痕が認められる。４‘lが11区７号竪穴仇居跡より出土。４６がⅡ]区‘1号土域より出土。４７，４８が1Ｖ区１３

号竪穴住居跡より出土。４９がⅣ区１４号竪穴住居跡より出土。５０がⅣ区20号竪穴住勝跡より出土。５２がⅥ

区26号竪穴住居跡より出土。５３がⅥ区２７号竪穴住居跡より出土。４５が11区より出土。５１がⅣ区より出土。

54,55,56がⅥ区より出土。

【台、（第９３脚）

５７は砂岩製の台石である。両平面には顕薪な岐打痕が認められるが、上而が強く、下而は弱い岐打である。

側而にも敵打疲が認められるが、分削後の角落としの敵打と考えられる。５８は宏山珊製の台石である。片而

が良く擦れていることから打llllであった可能性も考えられる。５９は凝灰瑞製の台而である。片方の而が良く

擦れて凹状に猟んでいることから砥澗としても使用されていた可能性がある。５７がⅥ区26号竪穴住鵬跡より

111土。５８，５９がⅥ区よりilI土。

－１１８－
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第９９図木製品実測図（６）
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３木製品

【１号掘立柱述物跡Pit7出土木喫品】

（第９４図）

Ｉは木柱である。ノミ状の工具によ

り形を整えている。底はやや丸みを

帯びた平面を呈する。２は杓子型木器

と考えられる。薄く加工されている。

【3号捌立柱建物跡Pit1.2.7

１１１土木製細（節９４．９５図）

３は木柱である。１と異なり、底部

が杭状に加工されている。樹皮が残っ

ており、柱には1箇所ほぞ孔が空けら

れている。４は木柱である。全面をノ

ミ状の工具により形を整えている。柱

には2箇所ほぞ孔が空けられている。

５は木柱である。全面をノミ状の工具

により形を整えている。底部が杭状に

加工されている。６は木柱である。全

而をノミ状の工具により形を整えて

いる。底部が杭状に加工されている。

【3号土職Ⅲ土木製品】〈第９６図）

７は木錘(つちのこ)である。全面を

ノミ状の工具により形を整えている。

中央に満が入っており、紐状の巻き

つけによる擦れの浪跡が認められる。

９は柱部材と考えられる。中央に挟り

が入っており、熱を受けて炭化して

いる箇所がある。樹皮も一部、残存

している。用途は不明である。

【8号土城川土木製品】（節９６図）

８は木錘である。全面をノミ状の工

具により形を整えている。上部に紐

を通す孔が空けられている。１０は平

たく加工された木製品である。全面

をノミ状の工具により形を整えてい

る。用途は不明である。



一二つ

一‐一つ

第１００図木製品実測図（７）

一謬宍

言養Ｌ
鞍、ン－－－

断1１
曙

〆

１４

(S=1/5〉

【4号ﾆﾋ服111土木製刷（第９７～１０１図）

１１及び'２は辿築部材である。通称として『鼠返し』と呼ばれる、鼠などの食審から商床倉川【の穀物を守るた

めに住の下部に取り付けられたものである。円盤状に加工され、中央に矩形の孔が穿たれている。１３は木弓

である。級やかな弧を描いている。前面にノミ状工具による加工痕が認められる。石突きが明瞭に強存してい

る。撮り手にあたる部位は快りが入っており、擦れも認められることから皮Ｍ状のものを巻いていた可能性が

ある。１４は二股木鋤である。先端が二股になっていることから二股鋤と呼ばれる。一木造りで握り手が丸み

を帯びるよう加工されている。１５は用途不明の木製品である。厚みが2.7ｃｍと薄く端が斜めに切り落とされ

ており、矩形に穿たれた孔が先端近くに認められる。また孔の斜め下にも同じように快られた疲跡が認められ

る。

－１２５－



1５（S＝1/5）

第１０１図木製品実測図（８）

４土製伽,玉類（第１０２図）

ｌ、２，７はやや薄め、３～6はやや厚めであるが、ｌ、２，７はやや薄め、３～6はやや厚めであるが、双方ともに長方形の断面を呈する円形の土製の紡錘車であ

る。８，９は土錘である。１０は土玉である。１１は淵石製の管玉の模造品で、両而穿孔である。中央にも穿孔が

施されている。１２～１４は滑石製の勾玉である。１２は両面穿孔で全体的に丁寧に膳き上げられている。１４も両

而穿孔であるが、１３は残存状態が不良のため全体の形状は不明である。

－１２６－
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第７景 ま と め



まとめ

今回の発掘洲究は、九州新紳線巡披工１Fに伴って、新たに発見された脇田辿跡を紀録保存のために火施し

たものである。総捌従而枇は3,200㎡であった。ルリ在前が水111であったため、大きく撹乱は受けていなかった

が、永年に渡る緋作により遺柵の上刑は大きく削平されていた。本節では本辿跡i淵交の成果について述べたい。

ｊＭｌｌｌｌ辿跡で雌腿された時代は３時川にわたる。弥生時代前期の遮柵としては蝋穴他鵬跡、洲状辿柵、土脳

がある。弥生時代後期の遺柵としては、竪穴fl蛎跡及び土城がある。古城時代前川の辿柵としては際穴住鵬跡、

洲状巡柵、土城、掘立柱辿物跡がある。この辿跡において遺櫛の分布から読みとれることは、捌在区の北側に

おいて弥生時代後期から古城時代前期にかけての巡柵が巣中しており、南側のみに弥生時代前期の巡柵が認め

られるﾘ【である。この分布のあり方については、地理的要因が認められないﾘから典落としての辿柵群の配世

を考える必要性がある。また住居群の配股も切り合いが少ないことから趣て杵えが頻繁に行われていなかった

り#が判明した。ただし、島田辿跡の全体を卿在した結果ではないため、典落の全審については不明であるｃ

つぎに、辿柵について述べる。弥生時代前期の竪穴住居跡の平面は円形か梢111形を呈する。中央符りの炉

を布する型とｲjしない型がある。竪穴住居跡の鞭に沿って、柱穴がサークル状に配列されていると考えられる

が、主柱穴と断定できる資料に乏しかった為柵造は不Iﾘ｣である。土壌は不定形であり、辿物の出土状況から廃

棄土城であったと考えられる。

次に弥生時代後期の竪穴住勝跡の平､jはほぼ災方形を呈する。炉を有する型とｲI｢しない掴がある。桃穴は

性鵬の焚軸方向に２本柱が定型である。土脳は不定形であり、廃棄土城であったと考えられる。

雌後に弥生時代後期終末から古城時代前川にかけての竪穴住居跡の平而は災方形または方形を呈する。炉

を有する型と有しない型がある。柱穴は住届の焚軸方向に２本柱が定型である。土脳は不定形であり、辿物の

ill土状況から廃棄土城であったと考えられる。この土城から商床なjjliの述築部材であるｒ蝋返し』が出土して

いる。掘立住地物跡は２間×２１H1の総桃である。前述した土城出土の巡築部材から商床nlll【であった可能性が

ある。

出土辿物の多くは弥生土器と土師器である。弥生時代前期の板付Ⅱ式に平行する蝿と蝋が出土している。

弥生時代後期の翌と蝿、免田式土器と呼ばれる爪弧文をもつ畏頚壷の胴部片も川土している。土師器は古式土

師器に分顛される布制式土器平行の小型丸底猟を中心に喪、鉢、商杯と良好なセットIMI係にある土器が出土し

ている。

木製1Wｌはこの巡跡を謡るうえで砿要であるｒ凪返し』の他、農耕具である木鋤、狩猟典である木弓、漁労

典としての水鍾の出土がある。

石器は狩猟共である朽誠、木の実等の鯛理典である膳石、破石及び台石、木などの伐採に使用したと考え

られる勝製石斧、鯉耕共としての打製澗斧、砥打尋が出土している。

今回の縦理報告では、本線幅約12ｍの細災い捌在の為、迩跡の全域を調迩できなかった為ﾘＩ火糾崎を述べ

るに卿めた。今回の鯛究で、初めて八代市において弥生時代前期の災落が発見され、この辿跡から川土した多

くの資料が八代地域の雁史をIﾘ｣らかにする資料として活用されるリドを望みたい。

－１３１－
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当

鐸
包
菩
・
鐸
②
垂
・
導
謂

墨
切
望
・
嵩
淳
・
厚
型

雲
ヨ
誉
・
雲
劃
逼
・
茸
導
・
導
翼

老
舗
準
・
織
揮
・
逗
当

割
潮
割
引
割
引
司
矧
判

鐸
判
匡
・
溝
に

星
ヨ
ロ
・
潔
淳
・
淳
頃

鐸
切
垂
・
に
型

童
輔
鍾
心
再
重
量
・
慧
揮
・
陣
単

涯
包
匡
・
隷
逗
・
逗
当

痔
重
電
・
隷
惇
・
惇
誤

雲
ヨ
ご
・
室
三
雲
・
謝
逗
・
揮
噌

写
妄
一
ご
・
薫
亭
・
一
｝
翼

（
９
）
輯
料

矩
巽

翠
幽

つ
◇
寺

③
。
雨

『
鈴

マ
マ
吟

『
吟

西
口
討

範
。
卜

字
・
鈴

②
。
鈴

Ｃ
ｏ
１

ｔ
今

（
郭
令
争
）

②
。
寺

罰
。
鋸

卜
。
鈍

西
。
両

卜
・
や

毎
口
③

の
。
②

露
・
心

準
ロ

（
毒
。
や
）

（
ト
。
辱
）

道
瑳

静
９
畳

１
１

誰
冨

牛
。
塁

詮
稿

諾
璽

淀
室

淀

蕎
謹

週
諾
垂

竺
牽
垂
一

堂
一

一

溌
営

諾
琵

蕊
ロ

蕊環
。壁

琵
遇
Ｉ
蕊
ロ

莞
誉
Ｉ
龍
蔑

謹
呈
Ｉ
藁
ロ

淀
要
、
ｆ
泰
蕎

毒
詫 認

頚
露
舌

顎
垂
這 認 篭

垂
這

）
議
翠
勢
言

藩
営
三
竪
二
へ

顎 韻 識
垂
這

裁
営
三
寿
二
へ

謡
営
妻
雪
ニ
ヘ

ー
１

琴
誉
妄
毒
舌

》
琴
浮
ヨ
ヨ
「
ま
う
言

竺
雲

Ｋ
醗
奉
【

裟
溌
去
吉

Ｋ
醤
牽
『

蓑
謹
．
へ
為

惹
謬
幸
討

蓑
塑
へ
鼠

蓑
響
幸
尭

蓑
壷
・
へ
為

蓑
彦
車
輪

蓑
璽
．
へ
己

！
‐
！
１
１
裟
彦
へ
寺

ＫｉＫ

:|警
還
診
へ
裏

Ｋ
識
へ
忌

引
詞
酬
割
引
‐

還
識
室
圭

封
討
剖
割
引
引
到

裟
浄
へ
毒

Ｋ
謹
壷
わ

憲
一 臣 ＝ ＝

一
一 ＝ ＝ ＝

一
一 目 ＝ ＝ ＝

一
一 ＝ 臣 ＝ ＝ 自 ＝ ＝

隼
泰

ー ５，９ くち 更Ｐ ぱつ 《Ｃ 【～ gＣ ロ､
‐
ー

一
｛

鈍
『

ずう
ー

更ｆ
ー

Q島
一

‐
ー

ト
【

翰
一

争
一

つ
詞

頭
龍

墨
画

ー

‐ 弓
【
④

｛
④

『
⑨ 玉

『
唖

一
や

一
色

『
④

ー

《｡

＝

【。

＝

ｔＣ

ー

④

~

④

ー

④
醐
③

帥
。

詞
や

額
の
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調
霊

。
ｓ
Ｊ
涛
為
驚
蚤
・
鵬
ｆ
Ｍ
－
や
剖
腫
承
壁

。
ｓ
Ｊ
海
損
麓
蚤
・
与
待
皿
ふ
く
篭
ｌ
叩
一
個
薫

。
胎
拒
型
や
却
眉
華
垂

。
ｓ
今
津
為
驚
蚤
・
恥
卜
型
や
却
庖
承
壁

。
今
得
匝
ふ
く
や
叩
一
逢
巨
・
ト
ト
巡
ら
室
い
く

型
渥
ヱ
ー
話
匿
・
今
掲
Ｊ
潅
鵬
小
溌
１
〃
皿
ふ
く
柿
一
厘
章

ざ
褐
輪
廻
郡
判
鐸
里
巨
便

。
ト
ト
型
や
剖
巨
惹
匡

。
胎
糸
奉
鍔
窯
幻
舗
里
叫
Ｈ
弊
い
く
埜
阻
壁

。
鵬
ト
埜
阻
意

。
ま
雲
三
一
垂
い
く
逆
巨
至
・
皿
ふ
く
逆
回
教

。
ｓ
Ｊ
榊
塙
驚
壁

。
鵬
・
令
謹
与
一
署
一
巨
垂
・
恥
小
寒
皿
ふ
く
逆
個
薫

。
今
掲
崎
埠
鯉
若
葬
・
画
ふ
く
．
尋
塞
い
く
運
眉
匡

。
ｍ
ふ
く
逆
巨
ま

。
二
Ｊ
棄
驚
蚤
酔
ト
令
砕
恥
糸
曝
回
旦
や
剖
腫
惹
匡

。
２
Ｊ
海
墳
驚
遜
・
卜
小
型
や
判
巨
薫
匡

。
卜
糸
捕
一
眉
至
・
陥
糸
蕊
匝
ふ
く
逆
阻
惹

。
ト
糸
迩
与
三
い
く
逆
厘
匡
・
陥
糸
逆
但
故

。
。
得
蕊
・
蕊
旦
庖
匡

。
鵬
令
呈
や
却
庖
承
包

。
鵬
卜
叩
覇
却
阻
章
匡

。
。
得
嘆
辱
蕊
型
庖
匡

。
ト
ト
ュ
今
却
庖
承
匡

●
恥
小
型
や
剖
庖
惹
硬

。
恥
ト
型
や
幻
巨
惹
匡

。
辱
掲
憲
験

。
皇
室
い
く
・
唾
ふ
く
型
巨
匡
・
血
ふ
く
型
這
惹

。
鵬
卜
率
二
垂
小
く
逆
厘
匡
・
恥
小
型
渥
惹

。
。
得
壊
崖
冨
翠
・
恥
卜
逗
這
匡

。
許
嶺
γ
拭
黒
農
剖
拭
緊
駕
仁
斗
型
但
故

蕗
劃

信
圧
一
厘
承

議
寒
一
議
霊

乏
浄
房
三

宝
義
ら
判
型

き
＠
崖
ン
宮

蝉
震
ら
鴇
呈

詩
お
堅
〆
唖

廻
〆
鼠
刑
一

守
一
④
堅
〆
唖

埋
ら
崎
叩
一

乏
唖
解
弱

軍
鶏
ら
崎
辿

。
へ
唖
塵
ン
唖

室
蓋
言

駒
お
堅
浄
三

廻
慧
ら
褐
型

守
一
唖
望
〆
喝
ト

翠
ら
題
，
型

更
②
匿
さ
『

蝉
惹
皇
輔
叩
一

駒
へ
④
崖
詫
。
［

堅
君
ら
埼
里

ミ
陸
勇
三

廻
潤
ら
埼
里

詫
置
竺
〆
（
）
【

埠
蓋
ら
掲
里

。
｝
唖
屋
シ
唖

宝
韓
容

里
唖
“
ン
唖

室
蕉
言

廻
浄
戻
中
．
卜

寒
ら
掲
叩
一

寸
騎
茎
〆
哩
卜

葬
る
埼
叩
一

師
置
屋
シ
三

廻
穂
ら
褐
叩
一

輪
へ
卜
崖
シ
ｃ
一

廻
冨
ら
判
型

ミ
マ
“
〆
唖

嘩
慧
ら
判
型

、
へ
唖
塵
．
ン
唖

卑
苓
雪

南
ヘ
ト
盛
〆
ｃ
【

蝉
誤
る
崎
型

辺
韓
望
〆
昌

窪
冨
罵

乏
診
房
唖

翠
器
ら
判
型

ミ
マ
崖
シ
唖

翠
鴬
皇
掲
型

ミ
ト
塵
ン
宮

騨
嵩
島
崎
型

寸
一
卜
唾
ン
唖
卜

瑳
多
鴫
ｊ
一

ミ
ト
塵
ン
哩
卜

垣
ら
娘
＄
叩
一

④
ヘ
ト
区
ン
晩

翠

酌
へ
西
ン
唖
闘

画
墜

鈍
一
”
〆
哩
剥

画
墜

守
酎
崖
詫
唖
．
卜

車
ら
褐
辿

ミ
哩
崖
ン
唖
ト

廻
戸
鼠
刑
一

望
》
塵
津
三

軍

④
へ
中
屋
ン
唖
卜

卑
雪

き
む
塵
詫
哩
卜

塑
皇
謁
叩
一

迂
芭
塵
ン
哩
卜

翠
ら
錘
ｊ
一

苛
む
塵
津
唖
ド

塞
〆
認
可
叩
一

乏
坦
屋
ン
哩
卜

馨
ら
掲
叩
一

ミ
陽
房
唄
ト

蝉
ら
判
里

ミ
②
崖
〆
唾
卜

里
参
鳶
『
里

料
圭

掴
切
廻
・
惇
電
・
陣
哨

鐸
副
葬
鵜
・
鐸
釦
画
・
円
型

樫
⑧
宝
韓
・
掴
⑳
画
・
厚
型

認
判
伍
・
円
型

鐸
③
画
・
噌
舗
網
・
採
陣
・
陣
哨

鐸
②
寒
韓

酸
舗
噌
・
獄
陣
・
陣
噸

鐸
ヨ
室
善
・
陣
這
・
獄
陣
・
陣
噌

謝
陣
・
惇
型

蛍
舗
頓
・
潔
陣
・
埠
車

揮
釦
翠
鵜

翼
切
廻
・
淵
悔
・
悔
噸

混
切
画
・
謝
惇
・
停
車

牌
至
極
・
裟
牌
・
陣
哨

蝉
判
画
・
陣
唄

認
⑳
翠
鵜
・
獄
惇
・
陣
唄

樫
⑧
画
・
陣
重
極
・
黙
陣
・
陣
噸

鐸
⑳
寒
鵜
・
陣
玉
置
・
陣
謂

隷
陣
・
陣
型

異
⑳
寒
鵜
・
獄
停
・
惇
噌

噌
制
絹
・
陣
型

鐸
切
厘
・
惇
噸

尋
⑳
垂
特
・
噌
制
頓

に
至
極
・
標
に
・
惇
噸

廼
諜

ト
。
唖

の
。
駒
『

唖
。
守

卜
。
⑭

罰
。
②

の
．
詞
蜘

寺
△
ト
雨

寺
。
ト
輔

寸
昌
雨

蜘
。
唖

。
。
唖

唖
。
噸

西
。
”

『
③

○
画

○
ド

③
●
雨

（
②
。
露
）

寺
。
④
蜘

色
・
唖

色
。
の

目
）
曜
空

準
遇

、
。
【
［

（
つ
。
儲
一
）

（
②
・
ぬ
［
）

‐
ー

ー

"γ弓邑

準
ロ

（
寺
・
鈴
一
）

（
罰
。
ト
ー
）

（
つ
噸
一
）

（
屯
・
色
斡
）

（
露
。
守
一
）

一
・
四
『

戸、

三
ｓ

唖
。
亜
【

（
師
。
の
【
）

（
卜
。
哩
一
）

帥
。
画
一

（
ぬ
．
つ
｛
）

（
②
。
ｃ
一
）

劃
■
索
一

埋
溌

篭
避
ｌ
諺
昌

堤
遷
Ｉ
蕊
ロ

蕊

謹
ま
’
蕊
ロ

暴
堅
ｊ
蕊
．

謹
遇
ｌ
蕊
亘

謹
葺
Ｉ
蕊
巨

謹
呈
Ｉ
藁
亘

義
雲
ｌ
蕊
一
‐
一

諺
毒

謹
逢

最
逢

溌
里

龍
君

溌
里

義
冨

壷
墓
ｌ
蕊
ロ

謹
避
Ｉ
錘
巨

謹
登
ｌ
藁
ロ

運
|'

謹
雲

毒
藷

嶺
避
寂
副
舌

湖
幽
冥

顎 韻 頭 韻 顎 韻 韻
毒
極

迭
恒

逢
俺

垂
這

逢
崖

迭
這

逢
崖

義
遇
畏
翻
二
へ

教 遇
教
剰
号

謡
房
型

建
剰

還
醗
中
西

Ｋ
翻
血
”

Ｋ
醗
中
⑭

Ｋ
剛
酌
め

Ｋ
醗
巾
⑭

Ｋ
副
曲
②

Ｋ
惑
中
”

Ｋ
醐
・
酌
め

Ｋ
餓
血
”

Ｋ
翻
如
的

這
醐
幽
由

Ｋ
醐
叩
”

Ｋ
謝
巾
”

還
醐
中
的

Ｋ
磯
ゆ
め

這
副
中
輔

竪
料
中
［

環
１

堅
１

藷
１

Ｋ
鎌
中
宮

凶 ＝ 臣 ＝ 目 ＝ 目 ＝ 目 ＝ 臣 臣 臣 崖 自 ＝ 目 ＝ 目 ＝ 目 ＝

龍
奉

『
割

雨
醐

弱
劉

寺
Cｑ

喝
討

②
雨

ト
割

如
函

句
醐

⑤
露

一

E句
蜘
銅 馬 蔦

四
鈴

④
駒

卜
輔

⑱
駒

の
銅

Ｃ
守

［
寺

申
掌

至
重

割
④

醐
④

詞
④

㈲
④

罰
④

醐
③

割
④

師
③

韓
心 悪 芯 芯 芯 芯 芯 忍 芯 芯 惑 悪

唖
。
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濃
罰

。
鵬
糸
・
唾
ふ
く
埋
這
壁

。
聯
嶺
ｗ
・
拭
扇
周
到
拭
塞
溝
仁
斗
型
這
承

。
鵬
・
や
遥
渥
壁

。
排
積
岬
・
拭
騒
筈
幻
〆
毒
濯
転
芽
遥
這
惹

。
胎
糸
型
橿
冠

。
聯
嶺
γ
塵
ふ
く
．
拭
恩
冒
剖
拭
霊
君
に
汁
型
橿
ま

。
ト
ト
・
画
ふ
く
埜
雇
垂

。
昨
卜
⑭
判
叩
一
弐
肖
等
墓
堂
厘
承

。
諜
霊
心
部
叩
一
式
肖
等
狸
・
胎
器
塞
璽
ぶ
く
楠
一
逼
至

。
ト
糸
筆
画
ふ
く
埋
信
章

。
唾
ふ
く
叩
一
争
却
巨
章
望

。
今
得
雲
出
冒
筆
叩
一
厘
聖

。
画
ふ
く
叩
扇
幻
巨
章
聖

。
唾
ふ
く
型
巨
竺
・
恥
令
埜
這
章

。
今
掲
軍
今
員
濁
・
室
晶
く
叩
一
や
剖
匡
章
琶

。
恥
器
塞
里
や
幻
三
章
ぞ
一

。
与
待
藻
評
言
言
圭
・
腺
，
希
軽
匡
ふ
く
叩
一
や
幻
巨
薫
辱
一

。
亜
ふ
く
空
二
書
写
三
”
一
や
判
巨
求
こ

。
語
弐
篇
叩
一
巨
匡
・
心
寒
捻

葺
退
叩
三
崖
１
．
与
得
箪
営
言
袈
・
ト
ト
叩
一
や
剖
屋
承
圧

。
鵬
糸
塞
与
三
い
／
、
型
眉
垂
・
幻
異
心

愚
蔓
潅
露
誉
童
心
署
叩
一
或
司
堂
叩
一
龍
展
・
胎
令
埜
厘
ま

ｏ
ト
ト
謬
二
冨
一
這
壁
・
ト
・
や
準
酉
ふ
く
型
腫
ま

。
恥
卜
超

今
三
い
く
・
雲
ふ
く
型
喜
壁
・
峠
卜
弾
国
品
く
堂
厘
章

。
与
塞
喉
／
、
型
眉
毎
一
垢
塁

。
恥
十
塞
回
ふ
く
叩
一
や
却
這
章
聖

。
与
掲
篭
当
言
装

。
眼
小
撃
・
霊
い
く
型
這
竺
・
ト
ト
型
這
章

。
鵬
糸
華
匡
ふ
く
参
霊
叩
忌
剖
厘
惹
再
一

。
陥
卜
逗
這
便
・
唾
ふ
く
蒲
一
層
拳

。
ト
ト
鋼
菖
這
い
／
、
逆
巨
琶
毒
豊

。
亜
ふ
く
型
や
剖
三
ま
琶

霊
包

＝
６－

垂

這
惹

｛
爵
塵
ン
吟
舗

当
藷

割
、
唖
墓
〆
唖
“
罰

篭
望
鱈

廼
芭
〆
蝿
制

君
墜

電
色
“
ン
宮

堅
君
ら
崎
辿

廻
埠
区
津
三

週
蟹
鐸
鼠
‘
型

一
翼
②
堅
〆
。
『

里
冨
参
鼠
，
里

電
翠
戻
哩
吟

寒
ら
崎
型

②
お
エ
ン
喝
ト

室
言

ミ
ロ
屋
洋
喝
卜

里
多
眠
０
叩
一

ミ
④
塵
シ
喝
ト

里
皇
崎
叩
一

乏
摩
房
唖

粟
鵜
皇
輔
叩
一

翠
苓
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め

罫
判
か
土

騨
料
準
錘

雲
料
幸
函

毒
料
ゆ
め

巽
料
中
“

凶 日 富 白 ＝ 畠 雪 畠 畠 ヨ ＝ 屋 国
冒
一 富 国 ＝ 畠 国 畠 ＝

龍
奉

鈴
③ 悪

唖
④

哩
嘩

卜
④ 窓

毎
℃

ｃ
卜

~

t～
鈍
卜

露
ト

マ
ト

唖
卜

色
ト

ト
ト

⑭
ト

の
ト

ｃ
錘

再

gＣ
討
嘩

妻動
重準

卜
や

ト
②

卜
④

卜
④

ト
① 雷 霊 雪 召 霊 窓

の
③

０ｺ
EＣ

の
④

の
②

ＯＢ
《。

ｏ３
ｔＣ

の
色

今
や

①
②



－１３９－

峯
電

。
垂
ふ
く
．
ト
ト
率
○
三
小
ノ
、
退
這
垂

。
恥
十
起
璽
ふ
く
坦
這
草

。
樗
華
筆
・
恥
ト
譲
与
裏
い
く
逗
這
垂
・
恥
十
掲
一
這
惹

。
ト
令
叩
一
や
剖
眉
薫
垂

。
参
今
津
裳
涯
蛋

。
零
華
肇
遥
叩
一
匡
承
・
恥
令
叩
一
や
剖
匡
議
題

。
胎
令
叩
一
や
剖
巨
惹
宝

。
今
掲
墓
堂
言
翠
判
蕪
渥
狸
糾
一
Ⅷ
鐸

。
画
ふ
く
。
今
三
い
く
重
臣
垂
。
三
冬
く
遥
匡
二
年

。
二
垂
小
ノ
、
掲
一
巨
雲
露
祭
・
席
一
ふ
く
叩
一
や
到
達
章
年
一

。
画
ふ
く
・
今
一
一
垂
い
く
蒲
三
一
垂
。
『
一
ふ
く
耗
一
屋
ま

Ｃ

今
這
い
／
、
・
室
ふ
く
鵠
星
穿
一
・
唾
ふ
く
遥
信
葦

。
今
掲
宰
諌
・
三
一
垂
応
／
、
ご
一
三
野
一
・
垂
ふ
く
遥
這
章

。
眠
‘
や
・
三
｜
雲
韮
．
ｌ
〃
雲
今
軽
重
室
辱
一

。
心
室
裳
雲
翠
ｅ
今
謹
・
鵬
・
希
望
巨
款

。
尋
霜
雲
当
言
渠
・
恥
令
叩
一
や
判
三
章
垂

。
今
ま
い
／
、
ご
匡
琶
・
垂
ふ
く
逆
這
章

。
膿
，
弔
鐘
屋
辱
一
ｃ
室
ふ
く
堂
這
二
、

。
３
Ｊ
津
裳
薫
蚤
・
腺
・
売
遥
這
琶
・
亜
ふ
く
葦

。
昨
‐
や
謹
今
室
い
く
遥
臣
三
・
一
十
一
ふ
く
桔
二
二
一
章

。
肥
，
令
得
善
・
〔
灘
室
ふ
く
叩
一
や
斗
這
薫
垂
一

ｃ
恥
・
令
謹
今
一
一
垂
瓶
／
、
埜
窪
垂
・
室
ふ
く
堂
巨
ま

。
鵬
，
や
鐸
姿
．
［
塞
三
毎
く
叩
一
や
剖
這
拳
野
一

。
多
』
津
謁
罵
遥
・
ト
ト
遇

尋
一
一
垂
い
／
、
・
峠
・
や
塞
室
ふ
く
堂
三
垂
一
・
一
順
一
や
く
謹
巨
ま

｡

三
一
壱
か
ノ
、
・
室
ふ
く
埜
三
垂
・
垂
ふ
く
括
二
屋
華

零
劃

巨
迂

這
惹

韓
酎
匡
詫
喝
卜

室
戸
煮
司
叩
一

輪
茜
塵
〆
哩
ト

室
多
掲
叩
一

乏
画
塵
詫
宮

室
蓋
ら
埼
叩
一

電
唖
“
津
昌

室
詞
ら
崎
些

唾
ト
ン
哩
剥

蓋
室

爵
爵
崖
ン
喝
雨

室
僧
罫

。
、
司
盛
津
唖

車
誉

唾
、
嘘
庁
時
Ｆ
嘘

室
坪
需
罫

ミ
ト
“
詫
唾
卜

週
ら
判
型

韓
誇
解
編
●
ト

塑
塙
謎

望
忠
勇
吟
●
ト

翠
ら
狼
ｊ
一

守
呂
哩
壁
〆
唖
ド

翠
ら
鵡
画
型

“
へ
唖
墜
詫
Ｃ
［

室
穏
塵

建
戸
塵
詫
蝿
卜

塑
〆

=

２具
､

ｏノ
ー

④
お
盛
〆
哩
ト

窒
言

迫
晩
唾
詫
岬
芦

露
雰

更
鈴
洋
唖
罰

室

窒

更
俸
戻
つ
［

単
駕
参
輔
辿

齢
置
塵
浜
冒

肇
宅
〆
鳶
『
里

里
ト
塵
』
昌

騨
落
ら
輔
⑪
一

茸
声
望
津
ロ
『

塞
謁
島
輔
型

ミ
ト
盛
津
昌

窪
君
ら
蛸
辿

ミ
露
堅
シ
争
一

窒
調
謎

電
唖
匡
浄
唖
．
ト

塑
謁
謎

守
済
三
洋
唖
ト

鐸
脊
査
辛
刊
型

更
廻
菖
津
哩
ト

室
ら
輔
辿

写
命
堅
矛
唖

室
韓
皇
鶏
里

さ
む
“
シ
唖

室
鵜
ら
判
型

ミ
霞
巽
哩
卜

鐸
一
戸
鳶
司
型

迂
浄
戻
哩
卜

鐸
ら
躯
ｊ
一

恩
・
塵
シ
宮

童
謡
望

望
。
“
津
唖
ト

室
ら
輔
里

舜
壷
崖
巽
噌
卜

室
〆
壷
司
辿

建
唖
崖
洋
喝
卜

室
ら
・
組
ｊ
一

剰
へ
唖
盛
巽
。
【

重
蓋
塞

更
唖
菖
津
哩
ト

露
ら
・
鋸
棚
一

乏
色
区
津
。
【

軍
議
鐸
最
，
里

き
ち
崖
詫
。
『

翠
詞
ら
鳩
辿

昔
お
壁
駕

翠
鴬
ら
埼
型

一
く
唖
望
詫
唖

奪
鴬
安
息
ｊ
一

④
へ
唖
盛
〆
唖
ト

室
言

色
碕
騨
評
唖
．
ト

室
容

判
斐

酸
帥
噌
・
陣
宝
虹
・
獄
揮
・
揮
噌

認
釦
翠
鴨
・
黙
惇
・
陣
当

酸
帥
禦
・
標
陣
・
陣
頃

猟
停
・
惇
型

狸
③
嘩
鴬
・
狸
③
国
・
陣
重
垣

御
劃
翠
給
・
獄
拝
・
惇
窺

狸
紐
嘩
慧
‐
揮
置
・
窯
陣
・
弾
頃

載
舗
鯛
・
淵
惇

噌
輔
鞘
・
揮
増

巽
剖
葬
騰
・
謝
揮
・
揮
当

鐸
切
翠
鵜
・
電
舗
網
・
罵
型

狸
ヨ
翠
韓
・
陣
重
痩

鐸
ヨ
翠
隷

単
削
噌
・
惇
量
・
隷
陣

揮
判
寵
鴬
・
掌
蹄
・
謝
揮
・
鱒
頃

巽
副
票
・
鐸
劃
翠
鵜

電
割
・
淳
重
量
・
淳
章

異
剖
鵜
・
電
熱
・
薄
雲
一
望
・
薄
型

鐸
ヨ
蒜
・
睦
削
・
揮
置
・
淳
事

韓
劃
軍
善
・
堂
鶴
韻

陣
重
鍾
・
獄
陣
・
陣
頃

韓
鋤
翠
鵜
・
電
制
や
・
謝
揮

鐸
劃
奪
鴬

電
熱
卓
・
隷
淳
・
薄
型

認
画
室
鴬

噌
輔
増
・
隷
惇
・
淳
型

唾
誰

ト
凸
討
一

麺
。
引
一

Ｑ
壷

鈴
。
唖
［

。
．
寺
［

露
。
壷
［

ト
ロ
咽
引

唖
．
》

噂
。
『
『

峰
．
②
［

“
・
韓

一
■
一
一

寺
．
》

罰
．
》

一
．
》

ー

■

‐
ー

壷
つ
一

鐸
。
唾

『
②

”
。
②

や
■
詞
詞

居
）
喧
狸

進
誉

（
｛
●
一
｛
）

零
．
一
》

写
蒔

今
嘆

｡>苧

準
,０

画
ご
一

釦
今
一

（
色
。
弱
一
）

（
垂
心
唖
｛
）

今
。
ト
ー

（
幸
。
エ
【
）

詫
凸
ト
｛

》
ロ
韓
『

ー

ご
ー

詞
・
曇
『

（
韓
舎
琶
一
）

『
錘

（
色
△
卜
）

。
“
一
一

奄
唖
二

軍
議

謹
誉
Ｉ
藁
巨

韓
営
ｌ
詫
選

謹
霊

謹
営
Ｉ
蕊
亘

詫
謹
ｊ
、
蕊
三

謹
選
ｊ
，
蕊
亘

韓
琵
ｌ
蕊
三

蕊
'9

謹
至
．
ｆ
謹
嘉

義
室

謹
三
Ｉ
溌
垂

義

豊
Ｉ

謹

呈

義
葺
、
ｆ
還
二

尭
蛋
ｌ
藁
亘

羨
誉
Ｉ
糞
－
１
－

零
＝

Ｉ

糞

義
誉
Ｉ
糞
宣

乗
誉
Ｉ
蓮
一
‐
一

謹
選
ｊ
、
蕊
一
‐
一

溌
誉
ｌ
毒
三

三
宝

穎
登
異
弓
舌

顎
款
乏
鞄

甑 顎 詔 顎 認 識
＝

;宝
bー

華
恒 義

ト
乱
卜
Ｉ
ｗ

義 誌 誰

碧
誉
塁
堅
書

準
一
稗
ニ
ヨ
ニ
宰
勢
『

議
誉
呉
雪
〆
言

顎

差
鋼

竪
料
壷
由

雲
滑
車
輔

馨
判
室
迄

雲
料
欧
”

竪
曽
空
韓

喜
謂
奉
零

婁
判
蛮
韓

塞
誤
中
輔

罫
判
奉
迄

塞
判
壷
⑭

妻
領
奉
韓

碧
判
索
韓

裳
幸
『

鍵
奉
～

差
動
古

蓑
寧
一

差
幸
一

裳
幸
一

鴬
中
一

握
室
一

髪
輩
『

凶
一
一
一 弓

一
一
一 ＝ 畠 ＝ ＝ ＝

一
一
一 畠 ＝

弓
｛ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ 臼

］
］
一 ＝

龍
孝

弱
壷 葛

唖
韓

芭
韓

I～
ｃｃ

い
め

翫
韓

○
の

ー

Ｇ３
酌
の

駒
。

守
金

中
②

琶
辱

ト
今

韓
③

金
鹸

争
。
『

弓

･
同

罰
つ
［

師
。
［

謹噸
区準

争
廻

①
②

金
垣

⑤
垣

①
。

Ｃ
ト

Ｃ
卜

『
ト

『
ト

一
ト

『
ト

声
ト

詞
ト

酎
卜

醐
卜

雨
ト

雨
卜

副
ト

討
卜

割
↑

酌
吟
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演
露

。
二
Ｊ
榊
墳
驚
鴎

。
。
得
唾
ふ
く
龍
－
型
や
剖
腫
承
圧

。
ト
ト
軽
昌
垂
い
く
型
眉
壁
・
唾
ふ
く
型
掴
惹

。
。
得
鍛
羅
認
判
鐸
・
ｓ
Ｊ
癖
為
驚
幽

。
ト
ト
翠
・
ト
ト
峯
二
垂
い
く
邦
一
厘
塁
・
唾
ふ
く
型
腫
薫

ざ
掲
罪
部
迄
望

叩
一
騨
一
：
一
・
鵬
乍
塞
三
一
垂
い
く
堂
巨
包
・
皿
ふ
く
埜
渥
故

。
唾
ふ
く
里
や
剖
厘
承
迂

。
産
ふ
く
．
拭
苦
鱈
担
里
型
腫
惹

。
回
心
く
里
や
幻
橿
承
厘

。
画
ふ
く
．
獄
誉
潅
埠
埋
型
腫
敏

。
尋
三
応
／
、
道
巨
壁
義
塁
。
画
ふ
く
越
巨
球

●
ら
今
津
義
鴬
蚤
・
二
垂
い
く
托
一
巨
迂

乗
塁
・
一
］
ふ
く
埜
巨
包
・
三
一
壷
い
く
．
画
上
く
越
巨
鉄

。
璽
ふ
く
垣
匡
迂

。
許
嶺
γ
拭
票
嵩
幻
獄
巽
駕
仁
芽
道
匡
薫

●
ト
ト
逗
巨
臣
・
拭
弓
悟
捕
一
層
薫

。
卜
小
型
眉
圧

。
獄
急
蕎
剖
獄
毒
濯
仁
時
型
巨
求

。
ト
ト
・
亜
ふ
く
堂
唐
硬

。
杵
禎
γ
拭
患
周
到
撰
巽
濯
仁
斗
逗
渥
承

ざ
得
鵡
渥
狸
卦
鐸
。
ト
ト
堂
庖
壁

。
雲
蛍
幻
舗
里
或
Ｈ
葬
韓
退
侶
章

。
亜
ふ
く
柚
一
層
聖
・
鵬
卜
逆
庖
承

。
画
ふ
く
里
や
幻
渥
球
鍾

。
ミ
ー
逗
爪
／
、
・
画
ふ
く
逆
厘
包

。
今
掲
冨
当
喜
袈
・
画
ふ
く
越
渥
教

・
ミ
ー
垂
い
／
、
型
匡
匡
・
皿
ふ
く
道
厘
華

。
鵬
ト
ュ
や
剖
庖
惹
琶

。
。
得
罵
蚤
呈
溌
圏
・
与
得
寒
誤

匡
埼
憲
叩
一
諺
琵
剖
匿
章
琵
琴
噂
匡
・
鵬
糸
叩
一
や
鋤
庖
惹
垂

ざ
掩
津
諏
里
溌
蜜
各
論
遇

。
〆
与
Ｊ
津
鴇
罵
墾
・
ト
ト
叩
一
や
幻
巨
章
匡

。
ｓ
Ｊ
獅
潰
驚
遜

●
鵬
糸
逗
巨
聖
・
○
得
雲
罵
叩
一
厘
章

霊
⑳

這
迂

這
意

翠
ら
崎
叩
一
一
翠
琴

乏
罵
房
唖
卜

狸
皇
鵡
り
ゅ
一

守
一
⑨
塵
ン
頃
ト

窪
二
埼
叩
一

迂
陽
房
唖

窪
樵
ら
崎
呈

蔦
農
唖

翠
鵜
邑
埼
叩
一

ｃ
へ
②
“
津
哩
卜

鑓

④
お
塵
津
の

蝉

雨
、
垣
崖
ン
つ
一

翠
穏
葛

雨
Ｆ
崖
〆
三

廻
穏
ら
崎
辿

里
②
“
ン
三

嘩
調
墨

里
ト
塵
〆
三

窪
君
ら
掲
辿

ミ
ト
崖
〆
三

塑
穂
ら
崎
型

色
へ
卜
盛
ン
唖
ド

廻

守
ら
盛
津
唖
卜

鐸
〆
鼠
附
一

き
⑤
盛
津
唖
ト

騨
声
鼠
耐
一

‐

窯
．

鈴
お
崖
詫
三

逆
謁
ら
掲
叩
一

【
詩
浄
唖
蜘

寒
蒙

的
へ
②
“
詫
唖
雨

空

め
お
“
〆
宮

蝉
調
ら
埼
里

ミ
翰
〆
哩
副

切
寒
三

【
お
堅
津
宮

望
翠

建
垣
堅
洋
三

廻
悪
二
弾
里

乏
陽
戻
哩
ト

翠
ら
輔
”
一

ミ
中
屋
ン
項
卜

嘩
ら
埼
叩
一

④
一
④
盛
浄
唖
卜

聖

寺
へ
ぬ
塵
詫
唖
卜

窒
参
悪
６
叩
一

ミ
④
“
ン
宮

塑
稿
ら
判
型

錦
へ
唖
崖
〆
。
一

王
程
島
怨
、
叩
一

Ⅸ
へ
逝
匡
群
吐
卜

嘩
言

”
へ
哩
藍
津
の
．
ト

空
言

廻
鯵
艮
唖
．
卜

遡
ら

』§
Oｊ

鈴
置
塵
ン
三

翠
種
参
崎
呈

蓮
ト
ン
唖
雨

調
鍵

更
ト
ン
唖
闘

謁
這

醐
造
》
良
三

嘩
種
崖

酌
む
塵
〆
三

宝
蕊
墜

ぎ
む
堅
詫
つ
［

廻
糧
ら
判
型

茸
Ｃ
望
ン
唖
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誤
認

。
。
待
捧
綴
匝
鵡
寅
叩
一
溌
選
斗
這
故
溌
調
毒
亘

。
鵬
器
叩
一
や
剖
這
教
室

。
今
掲
篭
窒
憲
圭
叩
一
層
垂
・
与
掲

岸
獣
室
晦
哀
辿
渥
承
撮
覗
薄
口
・
胎
恭
叩
一
・
却
圏
惹
毎
一

。
戸
。
津
鴇
鴬
蚤
・
鵬
．
、
一
・
斗
居
承
垂

。
２
Ｊ
獅
鴇
溌
墾
・
今
掲
軍
諒
”
一
義
寒
暑
堤
遇

。
鵬
卜
逗
這
僅
。
鵬
糸
軽
三
一
垂
い
く
型
信
故

。
３
Ｊ
拝
謁
潔
墾

。
今
掲
琶
当
梼
狸
叩
一
直
筆
・
鵬
糸
叩
一
や
剖
厘
承
壁

。
与
得
捧
蝋
皿
埼
寅
叩
一
議
匿
幻
巨
章
淀
碧
蕊
三

。
恥
十
型
や
判
厘
薫
垂

。
胎
糸
埜
這
壁

。
獄
票
侵
心
判
型
鞭
雪
剖
試
巽
濯
仁
時
埋
巨
ま

。
鵬
ト
謬
三
ふ
く
仙
一
や
剖
巨
華
垂

。
与
掩
宰
誤
唾

愚
蚕
叩
三
窪
藍
剖
這
章
誰
碧
蕊
ロ
・
恥
条
叩
一
や
幻
巨
惹
一
一
一

。
ト
ト
型
や
剖
三
教
室

。
昨
・
や
堂
巨
匡
。
鵬
・
令
塞
今
霊
い
く
埋
這
ま

。
ト
・
令
叩
一
や
幻
屋
教
室

。
胎
十
里
や
剖
這
華
毎
一

。
ト
ト
叩
一
や
斗
渥
惹
琶

。
胎
令
１
つ
割
這
惹
辱
一

。
産
ふ
く
型
這
壁
溌
恩

。
恥
奈
埋
渥
ヱ
ー
・
唾
ふ
く
型
這
求

。
ト
ト
叩
一
や
剖
這
ま
垂

。
鵬
糸
型
や
剖
腫
拳
毎
一
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奏
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叩
一
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叩
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叩
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謀
露

ド
ト
翠
塑
団
ふ
く
竺
巨
毎
一
詫
冨
ド
ト
起
産
ふ
く
托
眉
華

。
今
穐
寒
認
垂
舗
喬
型
謹
呈
剖
巨
承
諾
雲
蝉
巨

。
恥
卜
型
や
剖
腫
華
堅

。
○
得
幸
誤
唾
電
寅
ｕ
龍
匿
剖
琶
求
淀
鞭
蕊
ロ

。
鵬
糸
里
や
幻
巨
葦
壁

。
与
伶
寒
歌
室
輔
戻
叩
一
溌
雲
剖
巨
惹
話
霧
蟻
巨

。
卜
令
型
や
幻
腫
故
至

。
与
含
幸
部
画
鵡
哀
些
巨
華
誰
霧
蕊
ロ

。
恥
卜
ｕ
や
剖
巨
ま
壁

。
今
持
寒
認
垂
埼
哀
旦
溌
塞
剖
渥
惹
話
燕
蝋
三

。
恥
小
型
や
剖
但
章
硬

。
。
舟
幸
誤
匡
輔
哀
些
誰
堅
剖
巨
惹
詫
藷
蕊
ロ

。
鵬
・
や
型
や
却
這
惹
垂

。
鵬
令
迩
今
ま
い
／
、
逆
信
厘
・
ト
・
乍
奉
重
ふ
く
堂
巨
惹

。
今
椅
裂
当
冨
翠
・
ト
ト
率
辱
室
い
く
叩
一
や
却
渥
承
辱
一

。
侭
緊
急
仁
斗
埜
但
惹
・
胎
令
叩
一
や
却
渥
承
琶

。
○
掲
寒
誤
室
愚
寅
叩
三
零
一
司
渥
ま
諺
碧
蕊
一
Ⅱ
一

。
脈
・
へ
叩
忌
剖
眉
承
匡

。
画
ふ
く
逆
一
票
へ
一
・
拭
冨
圏
却
拭
嚢
君
に
汁
堂
庖
惹

。
。
角
電
繍
叩
一
溌
避
・
卜
糸
叩
忌
剖
層
敏
壁

ざ
得
雲
出
蕎
聖
鑑
１

。
鍔
３
群
箸
驚
壁
・
ト
令
叩
忌
剖
眉
惹
匡

。
二
Ｊ
榊
鴇
驚
蚤
・
許
穂
”
逆
庖
款

。
Ｇ
得
票
雪
害
聖
〃
鵬
小
峯
守
毒
い
く
逆
但
匡

。
胎
糸
逆
但
故

。
ｍ
ふ
く
島
奏
ｅ
工
逼
巨
琶

。
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所収遺跡名

島田遺跡

コード
フリガナ

北緯
所在地 市町村

追跡

番妙

クマモトケンャヅシロシ

!嶋本県八代市

シマ ダ マ チ ＊ カ

バ6田町1-9.2他

主な時代

202

弥生時代前期

弥生時代後期

古墳時代前期

32.47’
224

２７',

な遺構

土城３荻

竪穴住AIf跡１４軒

溝状過 柵１条

土城２茶

竪穴住鵬跡３軒

士城８韮

竪穴住AI;跡１１軒

溝状辿柵１条

掘立柱述物跡３棟

東経 調査期間 調査面械

Ｈ13.8.6
130.49’

３１
〃

3,200㎡

Ｈ１4.3.29

な辿物

弥生土器（鉢･蝿･壷）

打製石搬･石Ⅲ１．打製石斧

購製石斧

弥生土器（鉢･艶･壷）

土師器（高杯･艶･浦･小型丸

底壷）・木弓･二股木鋤

巡築部材（凪返し他）

調査原因

九州新幹線

建設工邪

特記ﾘ項

(追跡の概要）鯛査の結果、次のようなﾘｉが判明した。

①八代平野で初めて、弥生時代前期の竪穴住居跡を確縄し、集落の様相が明らかになった。

②古墳時代の土城から、辿築部材である『鼠返し』が111土したことにより高床倉h1(の存在が明らかにな

った。
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